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１．文字
も じ

入 力
にゅうりょく

は鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

と同
おな

じ 

 

世界中
せかいじゅう

のコンピュータがつながり、あらゆるモノにコンピュータが組込
く み こ

まれ、人工
じんこう

知能
ち の う

が人
ひと

の脳
のう

に迫
せま

る時代
じ だ い

に 私
わたし

たちは生
い

きています。大
おお

きくなって社会
しゃかい

に出
で

るみなさんには、豊
ゆた

かな

社会
しゃかい

や豊
ゆた

かな暮
く

らしを築
きず

くために、コンピュータを使
つか

いこなすことが期待
き た い

されています。 

コンピュータを使
つか

いこなす基礎
き そ

は「文字
も じ

入 力
にゅうりょく

」です。 

小学校
しょうがっこう

に入 学
にゅうがく

すると「鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

」を習
なら

います。コンピュータを習
なら

う時
とき

には、始
はじ

めに

タッチタイプを習
なら

います。効率
こうりつ

の良
よ

い操作
そ う さ

方法
ほうほう

を身
み

につけ、目
め

や肩
かた

など身体
か ら だ

への負担
ふ た ん

を少
すく

な

くできるからです。本
ほん

テキストでは、タッチタイプを身
み

につける目 標
もくひょう

を次
つぎ

のように設定
せってい

して

います。 

タッチタイプを身
み

につける目 標
もくひょう

 

１） 小学校
しょうがっこう

３年
ねん

から練 習
れんしゅう

する。 

２） 卒 業
そつぎょう

までに１０分間
ぷんかん

で３５０字
じ

程度
て い ど

入 力
にゅうりょく

できるようになる。 

 

 ３年生から練 習
れんしゅう

する理由
り ゆ う

は、ひらがなにも慣
な

れて、漢字
か ん じ

も使
つか

えるようになっているので、

児童
じ ど う

の表 現 力
ひょうげんりょく

が活
い

かせる文字
も じ

入 力
にゅうりょく

の 力
ちから

を身
み

につけさせるのが好
この

ましいからです。 

 書
か

く 力
ちから

にあわせた 入 力
にゅうりょく

ができなければ、ＩＣＴを活
い

かせないからです。 

 卒 業
そつぎょう

時
じ

に３５０字
じ

程度
て い ど

の 入 力
にゅうりょく

の 力
ちから

を目 標
もくひょう

にするのは、３年生
ねんせい

でタッチタイプを身
み

につ

け、各科目
かくかもく

の授 業
じゅぎょう

で文字
も じ

入 力
にゅうりょく

を続
つづ

ければ、自然
し ぜ ん

に身
み

につけることができると想定
そうてい

からです。 

 

（注） 

国
くに

は「教 育
きょういく

の情報化
じょうほうか

に関
かん

する手引
て び

き」で小学校
しょうがっこう

卒 業
そつぎょう

までに「ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

による正
ただ

しい

指使
ゆびづか

いでの文字
も じ

入 力
にゅうりょく

を身
み

に付
つ

けさせる」と定
さだ

めています。 

（下線部
か せ ん ぶ

についてタッチタイプとしています） 

また、上記
じょうき

の手引
て び

きの作成
さくせい

過程
か て い

で検討
けんとう

された基準
きじゅん

リスト（案
あん

）では、３年生
ねんせい

でタッチタイプ

の練 習
れんしゅう

を始
はじ

め、卒 業
そつぎょう

時
じ

、２００字
じ

程度
て い ど

の 入 力
にゅうりょく

ができることが求
もと

められています。 

  

１．文字
も じ

入 力
にゅうりょく

は鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

と同
おな

じ 

テ
キ
ス
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２．タッチタイプを身
み

につける方法
ほうほう

 

 

１． 練 習
れんしゅう

の方法
ほうほう

 

１）手首
て く び

を支
ささ

えて操作
そ う さ

します。 

２）ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

に必要
ひつよう

なキーの数
かず

２２こで練 習
れんしゅう

します。 

３）指
ゆび

を動
うご

かすパターンは５つです。 

ホームポジション、人差
ひとさし

指
ゆび

、中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

、小
こ

指
ゆび

 

４）指
ゆび

の型
かた

は１８こです。 

５）ローマ字
じ

の 表
ひょう

を１０のステップで練 習
れんしゅう

します。 

この手法
しゅほう

を「はかせ式
しき

タッチタイプ・メソッド」と名付
な づ

けます。 

 

正
ただ

しい指使
ゆびづか

いによる文字
も じ

入 力
にゅうりょく

の呼
よ

び方
かた

には、他
ほか

にタッチタイピングなどもあり 

ますが文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

「教 育
きょういく

の情報化
じょうほうか

に関
かん

する手引
て び

き」で「タッチタイプ」が使
つか

わ 

れているのでこの呼
よ

び方
かた

を使
つか

います。 

 

２． 練 習
れんしゅう

で 心
こころ

がけること 

「ゆっくりやれば、速
はや

くなるキー 入 力
にゅうりょく

練 習
れんしゅう

」 

速
はや

く、速
はや

くと急
いそ

がず「ゆっくり確実
かくじつ

に」正
ただ

しい型
かた

を身
み

につけるようにします。 

型
かた

を守
まも

った練 習
れんしゅう

を続
つづ

ければ自然
し ぜ ん

に速
はや

く確実
かくじつ

に 入 力
にゅうりょく

できるようになります。 

 

  タッチタイプを攻 略
こうりゃく

し「できる」自信
じ し ん

をつけてください。 

 

キーボードを見
み

ずに 入 力
にゅうりょく

するのは、たいへん 難
むずか

しそうに感
かん

じます。 

しかし、正
ただ

しい方法
ほうほう

で練 習
れんしゅう

を続
つづ

ければ、 必
かなら

ずできるようになります。 

練 習
れんしゅう

を始
はじ

める時
とき

の気持
き も

ち             年
ねん

   月
がつ

   日
にち

 

 

 

 

 

 

  

２．タッチタイプを身
み

につける方法
ほうほう

 

 テ
キ
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３．正
ただ

しい姿勢
し せ い

 
 

タイピングの姿勢
し せ い

を説明
せつめい

します。 

 

    

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

           正
ただ

しい姿勢
し せ い

が大切
たいせつ

です！！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ・背筋
せ す じ

は伸
の

ばして操作
そ う さ

します。 

                   ・足
あし

の裏
うら

は床
ゆか

にピタリとつけます。 

                     つかない時
とき

は、台
だい

などを置
お

いて下さい。 

 
  

３．正
ただ

しい姿勢
し せ い

 

●肩
かた

・首
くび

のこりは、悪
わる

い姿勢
し せ い

から 

 
頭
あたま

の上
うえ

にツボを載
の

せているイメージで 

日本経済新聞 ２００９年１月１１日 

 

 
画面
が め ん

は、眼
め

から４０センチ以上
いじょう

離
はな

す 

日本経済新聞 ２００９年１１月７日 

 

テ
キ
ス
ト見
本
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４．指
ゆび

の構
かま

え方
かた

、手
て

の置
お

き方
かた

 

１）指
ゆび

の構
かま

え方
かた

 

  図
ず

のようにＡＳＤＦ ＪＫＬ； に指
ゆび

を置
お

きます。 

  この位置
い ち

をホームポジションと言
い

います。 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

  

４．指
ゆび

の構
かま

え方
かた

、手
て

の置
お

き方
かた

 

おきかｔｋ 

テ
キ
ス
ト見
本
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２）手
て

の置
お

き方
かた

 

手首
て く び

をささえて練 習
れんしゅう

します。指
ゆび

が安定
あんてい

し楽
らく

に操作
そ う さ

できます！ 

  手首
てくび

を浮
う

かした不安定
ふあんてい

な 状 態
じょうたい

では、 練 習
れんしゅう

がうまく進
すす

みません。 

 

図
ず

のように、手首
て く び

を本
ほん

やアームレスト（パームレスト）の上
うえ

に置
お

いて下
くだ

さい。 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

■手首は、アームレストや机や本などに置き支えてキーを操作します。 

 

 他に、アームレストは入力に疲れたときに「一休みする場所」。 

操作する時は、手首を置かずに浮かしてキー操作をするという考えがあります。 

このメソッドでは、この考え方をとりません。 

 

ここでの練習は、手首を支えて操作します。 

 

 手首を浮かせて打つ練習は、タイピストやデータ入力を専門にする人の訓練方法で、 

 小学生に強いると、練習そのものが成り立ちません。 

 ホームポジションに指を置きキーを操作する正しい基礎を身につけて下さい。 

将来、タイピストやデータ入力、プログラミングなどの職業に就く人は、ここで身につ 

けた「正しい指使いによる文字入力」の基礎の上に、さらに技能を磨いて下さい。 

 

「手首は、支えて練習する」と決めることが大切です。 

メソッドの１番目の考えです。 

  テ
キ
ス
ト見
本
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ノートパソコンでは、キーボードの手前
て ま え

のアームレストに手
て

を置
お

いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手指
て ゆ び

をささえるため木
き

や本
ほん

を置
お

くのもおすすめです。  

腕
うで

の一部
い ち ぶ

を 机
つくえ

で支
ささ

える方法
ほうほう

もあります。 自分
じ ぶ ん

にあった方法
ほうほう

を見
み

つけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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５．キーボードと日本語
に ほ ん ご

の 入 力
にゅうりょく

 

１）キーボードと日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

 

コンピュータには、多
おお

くの文字
も じ

を刻
きざ

んだキーボードがついています。 

このキーボードで文字
も じ

を 入 力
にゅうりょく

したり、コンピュータへ指示
し じ

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーボードを使
つか

うことができなければ、コンピュータを使
つか

うことはできません。 

このテキストでは、まず、日本語
に ほ ん ご

を 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

『
「

６月
がつ

の青
あお

い海
うみ

に祝福
しゅくふく

されたウェディングは最高
さいこう

でした』
」

 

日本語
に ほ ん ご

の文 章
ぶんしょう

は、数字
す う じ

、ひらがな、カタカナ、漢字
か ん じ

などを使
つか

って表 現
ひょうげん

します。 

このような日本語
に ほ ん ご

を 入 力
にゅうりょく

できるローマ字
じ

の 表
ひょう

を定
さだ

めました。 

  小学校
しょうがっこう

で習
なら

うローマ字
じ

の 表
ひょう

と少
すこ

し違
ちが

います。違
ちが

いは、次
つぎ

の５つです。 

（１）あいうえお の 行
ぎょう

に やゆよ を移
うつ

し や 行
ぎょう

を取
と

っています。 

（２）なにぬねの の 行
ぎょう

に ん を移
うつ

しています。 

（３）V ゔ「ヴ」の 行
ぎょう

を加
くわ

えています。 

（４）小
ちい

さな「ぁぃぅぇぉ」の 行
ぎょう

を加
くわ

えています。 

（５）のびる音
おと

「―」の 行
ぎょう

を加
くわ

えています。 

  

 日本語
に ほ ん ご

の 入 力
にゅうりょく

を練 習
れんしゅう

するためのローマ字
じ

の 表
ひょう

を次
つぎ

のページに示
しめ

します。  

５．キーボードと日本語
に ほ ん ご

の入 力
にゅうりょく

 

テ
キ
ス
ト見
本
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２）ローマ字
じ

の 表
ひょう

 

    この 表
ひょう

を使
つか

ってタッチタイプの練 習
れんしゅう

をします。 

    使
つか

うキーの数
かず

は、Ａ、Ｉ、Ｕ、・・・・Ｖ、Ｌ、－ ２２コです。 

ローマ字
じ

の表
ひょう

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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３）ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で使
つか

うキーは ２２コ 

      ２２コのキーの位置
い ち

は次
つぎ

のようになります。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  指
ゆび

は、基本
き ほ ん

の位置
い ち

に構
かま

えます。ホームポジションと言
い

います。 

  ホームポジションのキーは、指
ゆび

を下
した

に押
お

すだけで 入 力
にゅうりょく

できます。 

 

ホームポジション   そのまま下
した

へ 押
お

すキー  ５つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 残
のこ

りは、 ２２－５ で １７こです。 

１７のキーは、ホームポジションから動
うご

かして押
お

す必要
ひつよう

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５つ 

ホームポジションで ５つ 

ホームポジション ホームポジション 

テ
キ
ス
ト見
本
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ホームポジションのとなりにあるキー となりへ動
うご

かして押
お

すキー １６コ 

 

人差
ひ と さ

し指
ゆび

 

右手
み ぎ て

で５つ 

左手
ひだりて

で５つ 

  

 

       

 

中指
なかゆび

は、１つずつ 

 

 

 

 

薬指
くすりゆび

も、１つずつ 

 

 

 

 

小指
こ ゆ び

も、１つずつ 

 

 

                                         

少
すこ

しはなれたキー １つ 

Ｐのキーを超
こ

えて少
すこ

し離
はな

れたキーを小指
こ ゆ び

で押
お

します。 

のびる音
おん

「―」です。 この１つを加
くわ

えて 

 

 

                                         

 

 

  

２つ 

５つ ５つ 

２つ 

２つ 

ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で 

使
つか

うキーは 

２２コです 

のびる音
おん

「―」 １つ 

テ
キ
ス
ト見
本
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４）指
ゆび

の型
かた

 

 

キーの位置
い ち

、押
お

す指
ゆび

、残
のこ

す指
ゆび

が決
き

まれば、キー毎
ごと

に指
ゆび

の型
かた

がきまります。 

（１） 

 

  人差指
ひとさしゆび

は、Ｙの位置
い ち

に、中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

、小指
こ ゆ び

は、ホームポジションに残
のこ

します。 

     すると Y を押
お

した時
とき

の手
て

の 形
かたち

は、下
した

のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① キーの位置
い ち

、②押
お

す指
ゆび

、③残
のこ

す指
ゆび

が決
き

まれば、指
ゆび

の 形
かたち

（型
かた

）が決
き

まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

  Ｙ
ワイ

 を押
お

す時
とき

 

テ
キ
ス
ト見
本
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（２）Ｐ
ピー

を押
お

すとき 

 

小指
こ ゆ び

でＰを押
お

し、人差
ひとさし

指
ゆび

、中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

を残
のこ

します。 

すると指
ゆび

の 形
かたち

は、下
した

の写真
しゃしん

のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① キーの位置
い ち

、②押
お

す指
ゆび

、③残
のこ

す指
ゆび

が決
き

まれば指
ゆび

の 形
かたち

（型
かた

）が決
き

まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

  Ｐ
ピー

 を押
お

す時
とき

 

人差指
ひとさしゆび

を残
のこ

し、小指
こ ゆ び

をＰへ。中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

は、 

人差指
ひとさしゆび

と小指
こ ゆ び

をつなぐ線
せん

の上
うえ

になります。 
テ
キ
ス
ト見
本
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５） １７の指
ゆび

の 形
かたち

（型
かた

） 

ホームポジションの「となりのキー １６」＋「はなれたキー １」 

■ホームポジションの 隣
となり

の１６のキーを押
お

す指
ゆび

の型
かた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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■ホームポジションから少
すこ

し離
はな

れたキー「―」を押
お

す指
ゆび

の型
かた

 １つ 

 

 

 

 

 

１７の型
かた

への指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

に慣
な

れれば、タッチタイプを身
み

につけることができます。 

 

 

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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６．まとめ 

 

タッチタイプ練 習
れんしゅう

のためのまとめです。 

 

正
ただ

しい姿勢
しせい

と手
て

のかまえ方、指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

のチェックリストです。 

練 習
れんしゅう

のときに気
き

をつけましょう。 

 

正
ただ

しい姿勢
し せ い

で座
すわ

ることができる 

 

足
あし

の裏
うら

は、床
ゆか

にピッタリと 

背中
せ な か

を伸
の

ばして座
すわ

る 

指
ゆび

を正
ただ

しく構
かま

えることができる 手首
て く び

をささえ、ホームポジションへ 

指
ゆび

を正
ただ

しく動
うご

かすことができる ２２コのキーへ正
ただ

しく指
ゆび

を動
うご

かすこ

とができる。 

手元
て も と

を見
み

ずに動
うご

かすことができる。 練習盤
れんしゅうばん

（注）の矢印
やじるし

を見
み

て動
うご

かすこ

とができる。 

 

本
ほん

メソッドをキーボードの図
ず

に示
しめ

すキー練習盤
れんしゅうばん

 

  次
じ

ページにメソッドをキーボード 上
じょう

に表 現
ひょうげん

したキーボード図
ず

を示
しめ

します。 

ホームポジションからの指
ゆび

を動
うご

かす方向
ほうこう

と距離
き ょ り

を矢印
やじるし

で示
しめ

しています。 

この図
ず

を見
み

ながらキーボードで指
ゆび

を動
うご

かします。 

タッチタイプの基礎
き そ

が身
み

につきます。 

 

（注） 

標 準
ひょうじゅん

のキーの幅
はば

１９mm で窪
くぼ

みを付
つ

けた「キー練習盤
れんしゅうばん

」と 

 「練 習 帳
れんしゅうちょう

１」（指
ゆび

の分担
ぶんたん

、動
うご

かし方
かた

をガイド） 

「練 習 帳
れんしゅうちょう

２」（五十音
ごじゅうおん

を 順
じゅん

に指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

を示
しめ

し練 習
れんしゅう

できる練 習 帳
れんしゅうちょう

） 

をセットにした商 品
しょうひん

を販売
はんばい

しています。   

６．まとめ 

テ
キ
ス
ト見
本
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キ
ー
練
習
盤

 

テ
キ
ス
ト見
本



17 

 

７．タッチタイプ練 習
れんしゅう

を始
はじ

める 

 

 

１８の指の型を理解すれば、タッチタイプの練習は易しくなります。 

練習方法は、大きくわけると３つあります。 

 

■メモ帳で練習する方法 

 

１）キーボードで１８の指の型を動かす練習をします。 

   ホームポジション５つ、人差指１０、中指２、薬指２、小指２＋１ 

 

２）あ・やの行の練習をします。 

 まず キーボードでＡＩＵＥＯＹＡＹＵＹＯと練習します。 

 

３）メモ帳を起動し日本語入力をオンにして「あいうえおやゆよ」と練習します。 

   

４）２）と３）と同じ方法で 

 か行、さ行、た行、な行、は行、ま行、ら行、わ行、が行、ざ行、だ行、ヴ行、 

小さな「あいうえお」行、つまる音、つまってねじれる音、のびる音「―」と 

練習します。 

メモ帳を使う練習問題は、１１章ローマ字と５０音の練習の問題を使います。 

 

■キー練習盤セットを使う方法 

 紙でできたキー練習盤と練習帳のセットを使う方法 

上記の１）、２）、３），４）をコンピュータを使わずに練習することができます。 

 

■練習システムを使う方法 

 本メソッドに基づいた練習システムを提供しています。 

 ＧｏｌｄＦｉｎｇｅｒｓｃｈｏｏｌ では 

   指の型と５０音の基礎練習ができます。  

 ＧｏｌｄＦｉｎｇｅｒＳｃｈｏｏｌＰｒｏ では 

指の型と５０音の基礎練習 さらに 文章の練習入力が練習できます。 

 

 ｅ－脳トレ（クラウド版）、ＩＣＴ講座（クラウド版）では、完成した本メソッドの 

の練習ができます。 

 

 本テキストでは、「ｅ－脳トレ」、「ＩＣＴ講座」で練習する方法を述べています。 

 

  

７．タッチタイプ練習を始める 

テ
キ
ス
ト見
本
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練習にあたって（効果の上がる練習方法、時間配分など） 

 

練習は、「あ行」から「のびる音「―」まで、５０音を２回（２巡）練習します。 

１回目の練習は、完全でなく少し不十分でも、次へ進み５０音の全てを練習します。 

書物は、はじめに分からない所があっても読み終わり、はじめから、読み直すと理解できる

所が増えてきます。タッチタイプの練習も同じです。 

１回目の練習で不十分だった所も、２回目の復習で、身につく所が増えていきます。 

 

１回目（１巡目）の練習  （できないところがあっても、次へすすむ） 

 

■基本が身につくまで （は行、ま行、ら行、わ行を終えるころ） 

 指ならしの基礎練習、あ・や行、かさなた行、はまらわ行の基礎練習・実践 

練習①②③④ の練習を終えるころまで。 

  ・良い姿勢で練習しているか 。 ・正しい指を使っているか。 

・ゆっくり、確実に、丁寧に練習しているか、注意深く見てあげます。 

ここでつけた習慣を治すのは非常に難しくなります。 

 

練習時間は、３０分程度とします。 

それ以上の練習は、集中力が途切れて効率が悪くなります。 

５０音の最後の のびる音「―」の練習まで進んだら もう一度、最初の 

 「あ・や」行に戻って復習します。 

 

■基礎の練習が進んだら （は行、ま行、ら行、わ行 が終わるころ） 

 はじめ練習になれないが、はまらわ行を終える頃には練習方法もわかってく 

るので、次のように見てあげます。少し離れても指導できます。 

 ・良い姿勢で練習しているか（姿勢を見れば、練習内容も把握できます） 

 ・正しい指を使っているか 離れていても指導していきます。 

練習時間は、５０音の練習が終わるまで３０分程度はかけるようにします。 

練習時間は、３０分程度になるように配慮します。 

それ以上の練習は、集中力が途切れて効率が悪くなります。 

 

２回目（２巡目）の練習（復習）  

 

メモ帳や練習システムで実践練習を行います。 

５０音の入力が、思いのほか身についていることを体験できると思います。  

多くの人は、２回（２巡）の練習で、５０音を手元を見ずに正しい指使いで入力できるよう

になります。  

テ
キ
ス
ト見
本



19 

 

 

８．ログインと練 習
れんしゅう

方法
ほうほう

 

 

 テキストに準 拠
じゅんきょ

した練 習
れんしゅう

システムでの練 習
れんしゅう

の進
すす

め方
かた

です。 

１）練 習
れんしゅう

画面
が め ん

の立
た

ち上
あ

げ（教 室
きょうしつ

ログイン） （教 室
きょうしつ

のスタッフが操作
そ う さ

します） 

２）受講者
じゅこうしゃ

の立
た

ち上
あ

げ（ユーザーログイン） 

教 室
きょうしつ

ホーム画面
が め ん

から「ログイン」ボタンを押
お

し受講者
じゅこうしゃ

(生徒
せ い と

)ログインをします。 

ログインには２つの方法
ほうほう

があります、教 室
きょうしつ

で決
き

められた方法
ほうおう

でログインします。 

 

方法
ほうほう

１：誕 生
たんじょう

日
び

ログイン方法
ほうほう

 

「ログイン」ボタンを押
お

すと次
つぎ

の画面
が め ん

が表示
ひょうじ

されるので、自分
じ ぶ ん

の誕 生
たんじょう

日
び

を選択
せんたく

し「ユー

ザーログイン」ボタンを押
お

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  すると練 習
れんしゅう

メニュー画面
が め ん

が表示
ひょうじ

されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

練習
れんしゅう

メニュー画面
が め ん

 

８．ログインと練習
れんしゅう

方法
ほうほう

 

テ
キ
ス
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同
おな

じ誕 生
たんじょう

日
び

の人
ひと

がいる場合
ば あ い

は、自分
じ ぶ ん

のニックネームを選択
せんたく

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法
ほうほう

２：パスワードログイン方法
ほうほう

 

「ログイン」ボタンを押
お

すと次
つぎ

の画面
が め ん

が表示
ひょうじ

されるので、自分
じ ぶ ん

のＩ Ｄ
アイディー

とパスワードを

入 力
にゅうりょく

し「ユーザーログイン」ボタンを押
お

してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

すると練 習
れんしゅう

メニュー画面
が め ん

が表示
ひょうじ

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

練習
れんしゅう

メニュー画面
が め ん

 

テ
キ
ス
ト見
本



21 

 

本テキストは、クラウド版「ｅ－脳トレ」とクラウド版「ＩＣＴ講座」に対応しています。 

 

「ｅ－脳トレ」での練習は、「タイピング基礎」のメニューで練習します。 

「ＩＣＴ講座」での練習は、「タッチタイプ入門」のメニューで練習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 

メニューの表現、練習問題、成績の表示方法など練習システムとテキストの表現が異なる

所があります。教え方、練習問題、練習システムの改良を続けていますので、テキストの間

のズレが生じます。ご理解ください。 

 

 

 

  

テ
キ
ス
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「練 習
れんしゅう

を始
はじ

める前
まえ

に」で説明
せつめい

した内容
ないよう

を「ガイダンス」「正
ただ

しい姿勢
し せ い

」にまとめています。予習
よしゅう

や復 習
ふくしゅう

に使
つか

ってください。 

 

これは、①から 順
じゅん

に表示
ひょうじ

され、解説
かいせつ

を音声
おんせい

ガイドで聞
き

くことができます。 

 

 

 

 

 

  

⑫ 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

① ② ③ 

④ ⑤ 

⑪ ⑩ テ
キ
ス
ト見
本
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９．練 習
れんしゅう

メニュー 

 

 

『６月
がつ

の青
あお

い海
うみ

に祝福
しゅくふく

されたウェディングは最高
さいこう

でした』 

    この文
ぶん

を 入 力
にゅうりょく

するには 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アルファベットを組合
くみあわ

せてローマ字
じ

でひらがなで文
ぶん

の区切
く ぎ

りまで 入 力
にゅうりょく

し 

② 次
つぎ

に 入 力
にゅうりょく

した「ひらがな」を漢字
か ん じ

・カナまじりの文
ぶん

にします。 

 

 まず、アルファベットを組合
くみあわ

せてひらがなにするローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

を練 習
れんしゅう

します。 

 

練 習
れんしゅう

メニューで「タイピング基礎
き そ

」ボタンを押
お

すと「タイピング練 習
れんしゅう

画面
がめん

」が表示
ひょうじ

されます。 

 （注：ICT 講座では、「タッチタイプ入門」と表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ろくがつの     (変換
へんかん

) ６月
がつ

の 

あおいうみに   （変換
へんかん

） 青
あお

い海
うみ

に 

しゅくふくされた （変換
へんかん

） 祝福
しゅくふく

された 

うぇでぃんぐは   (変換
へんかん

) ウェディングは 

さいこうでした  （変換
へんかん

） 最高
さいこう

でした 

 

９．練習
れんしゅう

メニュー 

テ
キ
ス
ト見
本
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ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

の練 習
れんしゅう

で使
つか

うメニュー 

 

指
ゆび

ならしの練 習
れんしゅう

 

 ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

に使
つか

う２２のキーを押
お

す指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

を練 習
れんしゅう

します。 

 日本語
に ほ ん ご

の 入 力
にゅうりょく

に必要
ひつよう

な２２全
すべ

てのキーを押
お

す指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

が練 習
れんしゅう

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

の練 習
れんしゅう

 

  練 習
れんしゅう

した指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

を使
つか

って５０音
おん

を 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テ
キ
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１０．指
ゆび

ならし練 習
れんしゅう

 

 

１）ホームポジションの練 習
れんしゅう

 

  先生
せんせい

にかわり押
お

す「キー」と「指
ゆび

」と「指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

」の手本
て ほ ん

を示
しめ

します。 

ゆっくり丁寧
ていねい

に、手本
て ほ ん

の指
ゆび

の 形
かたち

をよく見
み

て操作
そ う さ

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

スペースを押
お

しても始
はじ

まらない時
とき

は、全角
ぜんかく

入 力
にゅうりょく

になっていないか確
たし

かめてください. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スペースを押
お

しても始
はじ

まらない時
とき

は、全角
ぜんかく

入 力
にゅうりょく

になっていないか確
たし

かめてください. 

 

 

 

両手
りょうて

をホームポジションに構
かま

えて、練習
れんしゅう

の準備
じゅんび

ができたら「スペース」キーを押
お

します。 

指
ゆび

の先
さき

の凹
へこ

んだキーを押
お

して下
くだ

さい。 

指
ゆび

の動
うご

きを確認
かくにん

できたら「スペース」キーを押
お

します。 

指
ゆび

の動
うご

きをよく見
み

て下
くだ

さい。 

手本
て ほ ん

を見
み

て、指
ゆび

の動
うご

きを 

イメージして下
くだ

さい。 

「スペース」は左手
ひだりて

親指
おやゆび

で押
お

します 

１０．指
ゆび

ならし練習
れんしゅう

 

テ
キ
ス
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「速
はや

く」でなく、ゆっくり確実
かくじつ

に押
お

して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習
れんしゅう

が終
お

わると結果
け っ か

が表示
ひょうじ

されます。 

＜練 習
れんしゅう

結果
け っ か

の表示
ひょうじ

＞    

まちがいがなかったら「パーフェクト」の画面
が め ん

がでます。 

 

 

                        次
つぎ

に進
すす

む時
とき

は、メニューを押
お

します。 

 

 

 まちがいがあったとき 正
ただ

しさ○○点
てん

 と得点
とくてん

がでます。 

 

 

 

  

 

練 習
れんしゅう

の注意
ちゅうい

 

  凹
へこ

んだキーをゆっくり確実
かくじつ

に押
お

して下さい。「ゆっくり確実
かくじつ

に」を 心
こころ

がけます。 

速
はや

く押
お

す必要
ひつよう

はありません。２度
ど

練 習
れんしゅう

したら、人差
ひとさし

指
ゆび

の練 習
れんしゅう

に移
うつ

ります。 

  

ホームポジションに指
ゆび

をおいた

まま、キーを押
お

して下さい。 

Ｆ
エフ

 のキーが凹
へこ

んでいます。 

凹
へこ

んだキーを押
お

してください。 

テ
キ
ス
ト見
本
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２）「人差指
ひとさしゆび

」の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイピング基礎
き そ

の「指
ゆび

ならし練習
れんしゅう

」の「人差指
ひとさしゆび

」をクリックします。 

 

指
ゆび

の動
うご

きをよく見
み

て下
くだ

さい。 

手本
て ほ ん

を見
み

て、指
ゆび

の動
うご

きを 

イメージして下
くだ

さい。 

指
ゆび

の動
うご

きを確認
かくにん

できたら「スペースキー」を押
お

します。 

Ｒ
あーる

 のキーが凹
へこ

んでいます。 

凹
へこ

んだキーを押
お

してください。 

指
ゆび

の形
かたち

をまねしてください。 

いそがずに、ゆっくり、かくじつに 

両手
りょうて

をホームポジションに構
かま

えて、練習
れんしゅう

の準備
じゅんび

ができたら「スペース」キーを押
お

します。 

テ
キ
ス
ト見
本
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練 習
れんしゅう

の注意
ちゅうい

 

 

１） 手本
て ほ ん

の指
ゆび

の 形
かたち

をまねするようにゆっくり指
ゆび

を動
うご

かします。 

２） ホームポジションから指
ゆび

を動
うご

かす練 習
れんしゅう

です。 

練 習
れんしゅう

は「速
はや

く」でなく「確実
かくじつ

に」です。 

３） ＦＲＦＴＦＧＦＢＦＶＦ と 必
かなら

ずホームポジションのＦを押
お

すようになってい

ます。ホームポジションに戻
もど

す練 習
れんしゅう

もします。 

４） ２２のキーの内
ない

の１０このキーを練 習
れんしゅう

します。 

人差
ひ と さ

し指
ゆび

で半分
はんぶん

近
ちか

くのキーを練 習
れんしゅう

できます。 

     ＲはＦより少
すこ

し 左
ひだり

ななめ上
うえ

、ＴはＦより右
みぎ

ななめ上
うえ

です。 

５） Ｒを中指
なかゆび

で押
お

すなど、人差
ひとさし

指
ゆび

以外
い が い

を使
つか

って操作
そ う さ

していませんか。 

注意
ちゅうい

してください。 

６） ２回
かい

練 習
れんしゅう

したら「中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

、小指
こ ゆ び

」の練 習
れんしゅう

に進
すす

みます。何度
な ん ど

も同
おな

じ練 習
れんしゅう

を

続
つづ

けると 集 中 力
しゅうちゅうりょく

が途切
と ぎ

れます。 

２回
かい

で次
つぎ

の練 習
れんしゅう

に進
すす

んでください。 

 

  指
ゆび

の動
うご

かし方は、練 習
れんしゅう

の基本
き ほ ん

です。間違
ま ち が

った指
ゆび

を使
つか

っていませんか？  

ホームポジションに戻
もど

していますか。 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本



29 

 

３）「中指
なかゆび

、薬 指
くすりゆび

、小指
こ ゆ び

」の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイピング基礎
き そ

の「指
ゆび

ならし練習
れんしゅう

」の「中指
なかゆび

、薬指
くすりゆび

、小指
こ ゆ び

」をクリックします。 

 

 

指
ゆび

の動
うご

きをよく見
み

て下
くだ

さい。 

手本
て ほ ん

を見
み

て、指
ゆび

の動
うご

きを 

イメージしてください。 

指
ゆび

の動
うご

きを確認
かくにん

できたら「スペースキー」を押
お

します。 

 

 

いそがずに、ゆっくり、かくじつに 

Ｅ
いー

 のキーが凹
へこ

んでいます。 

凹
へこ

んだキーを押
お

してください。 

指
ゆび

の形
かたち

をまねしてください。 

両手
りょうて

をホームポジションに置
お

き準備
じゅんび

ができたら「スペース」キーを押
お

します。 

テ
キ
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練 習
れんしゅう

の注意
ちゅうい

 

 

１） 指
ゆび

の手本
て ほ ん

の指
ゆび

の 形
かたち

をまねするようにゆっくり指
ゆび

を動
うご

かします。 

２） ホームポジションから指
ゆび

を動
うご

かす練 習
れんしゅう

です。練 習
れんしゅう

は確実
かくじつ

に。 

ＥＤＩＫＩＫＥＤ と 必
かなら

ずＤかＫなどホームポジションのキーを押
お

すように

練 習
れんしゅう

します。ホームポジションに戻
もど

す習 慣
しゅうかん

をつけます。 

３） 少
すこ

し長
なが

いですが、２２のキーの内
ない

の６このキーを練 習
れんしゅう

します。 

この練 習
れんしゅう

が終
お

われば、のびる音
おん

「―」だけです。 

４） ２回
かい

練 習
れんしゅう

したら、パーフェクトでなくても次
つぎ

の練 習
れんしゅう

に進
すす

みます。 

 

  指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

は、これからの練 習
れんしゅう

の基本
き ほ ん

です。間違
ま ち が

った指
ゆび

を使
つか

っていない 

か、ホームポジションに戻
もど

しているか、など注意
ちゅうい

深
ぶか

く練 習
れんしゅう

しましょう。 

 

指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

の練 習
れんしゅう

ができたら、五十音
ごじゅうおん

の練 習
れんしゅう

に進
すす

みます。 

五十音
ごじゅうおん

の練 習
れんしゅう

に進
すす

む前
まえ

に、次
つぎ

の点
てん

が大切
たいせつ

なことを伝
つた

えてください。 

 

指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

がうまく飲
の

み込
こ

めていない時
とき

は、次
つぎ

のチェックリストの内容
ないよう

の確認
かくにん

と合
あ

わ

せて、理解
り か い

を 補
おぎな

ってあげて下
くだ

さい。 

 

指
ゆび

ならしの練 習
れんしゅう

を自然
し ぜ ん

にこなすことができた時
とき

は、そのまま五十音
ごじゅうおん

の練 習
れんしゅう

へ進
すす

んでく

ださい。 
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 正
ただ

しくできていますか？ 
 

 

正
ただ

しい姿勢
し せ い

で座
すわ

ることができる 足
あし

の裏
うら

は、床
ゆか

にピッタリと 

背中
せ な か

を伸
の

ばして座
すわ

る 

 

 

指
ゆび

を正
ただ

しく構
かま

えることができる 手首
て く び

をささえ、ホームポジ

ションへ 

 

 

正
ただ

しく指
ゆび

を動
うご

かすことができる 

（キー練習盤
れんしゅうばん

を使
つか

って） 

・２２のキーの押
お

し方
かた

 

・押
お

したら指
ゆび

をもどす。 

ホームポジション 
 

人差
ひ と さ

し指
ゆび

  

中指
なかゆび

  

薬指
くすりゆび

  

小指
こ ゆ び

  

キーボードや手元
て も と

を見
み

ずに 

指
ゆび

を動
うご

かすことができる。 

画面
が め ん

を見
み

て操作
そ う さ

する 
 

 

キーボード、手元
て も と

を見
み

ない 
 

 

ローマ字入力の練習の準備 

ローマ字の表に２つの工夫を加えました。１つは、つまる音、つまってねじれる音の 

行を加えたこと。１つは、やる気を引き出す工夫をしたことです。 

やる気を引き出すために、ゲームの面白さではなく、達成感でつづけて練習したく 

なる工夫をしています。「できなかったこと」ができ、「次も」と挑戦する。 

反面簡単すぎると次への意欲が削がれます。「できるかな？」と自分の力とのギャップ 

を感じさせる「受講者への挑戦」課題を出し達成感を感じさせる。 

緊張感あるカリキュラムで知らず知らずのうちにタッチタイプが習得できる。 

そのように工夫したローマ字の表を次ページに示します。  
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表の①、②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、⑩ は練習のステップです 

１０ステップは、やる気を引き出す工夫をしています。 

 

緊張感あるカリキュラムで知らず知らずのうちにタッチタイプを習得できます。 
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「緊張感のあるカリキュラム」とするための工夫は次のような内容です。 

 

①あいうえお やゆよ と練習します。Ｙの操作が受講者への挑戦です。 

１：Ａ ２：Ｉ ３：Ｕ ４：Ｅ ５：Ｏ  あいうえお ６：Ｙ  やゆよ  

 

②かさたな の行をまとめて練習します。「かさたな」とまとめるのが挑戦です。 

７：Ｋ  ８：Ｓ  ９：Ｔ １０：Ｎ   

  かきくけこ きゃきゅきょ  さしすせそ しゃしゅしょ 

  たちつてと ちゃちゅちょ  なにぬねの にゃにゅにょ ん  

 

③はまらわ とまとめて練習します。「はまらわ」とまとめるのが挑戦です。 

１１：Ｈ １２：Ｍ １３：Ｒ １４：Ｗ  

  はひふへほ ひゃひゅひょ  まみむめも みゃみゅみょ 

   らりるれろ りゃりゅりょ  わ   を 

 

④がざだば ここまで来るとできることが増え、「できること」で意欲が出てきます。 

１５：Ｇ １６：Ｚ １７：Ｄ １８：Ｂ  

がぎぐげご ぎゃぎゅぎょ  ざじずぜぞ じゃじゅじょ 

  だぢづでど ぢゃぢゅぢょ  ばびぶべぼ びゃびゅびょ 

 

⑤ぱ行 ぱ行では、基礎練習にぴゃぴゅぴょの練習を入れていません。これが挑戦です。 

１９：Ｐ  ぱぴぷぺぽ ぴゃぴゅぴょ 

 

⑥練習が進むのが面白く、次へ次へと練習が進みます。 

２０：Ｖ  ヴぁヴぃヴヴぇヴぉ 

 

⑦小さな「あいうえお」の練習は、考えることを要求します。これが挑戦です。 

２１：Ｌ  ぁぃぅぇぉ  

 

⑧、⑨ 難しそうに感じます。これが挑戦です。つまる音、つまってねじれる音を整理し、

身につけやすくしています。難しそうですが、みんな難なくこなします。 

 

⑩のびる音「－」、難しい位置にありますが、指の型の理解で、難なくこなします。 
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１０のステップを練 習
れんしゅう

するメニューです。 

 

基礎
き そ

練 習
れんしゅう

は、それぞれ１つです。 

実践
じっせん

練 習
れんしゅう

は、１つから４つまであります。 

 

成績
せいせき

では、その 行
ぎょう

の練 習
れんしゅう

の記録
き ろ く

を見
み

ることができます。 
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１１．ローマ字
じ

と５０音
おん

の練 習
れんしゅう

 

 

 次
つぎ

に説明
せつめい

する基礎
き そ

練 習
れんしゅう

と実践
じっせん

練 習
れんしゅう

の２つの練 習
れんしゅう

で、ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

の 力
ちから

をつけます。 

 基礎
き そ

練 習
れんしゅう

 

先生
せんせい

に代
か

わってキーの押
お

し方
かた

、指
ゆび

の動
うご

かし方
かた

の手本
て ほ ん

を表示
ひょうじ

します。 

手本
て ほ ん

の手
て

をよく見
み

て、指
ゆび

の使
つか

い方
かた

を練 習
れんしゅう

します。 

 

・Ｅを押
お

す方法
ほうほう

 

 ・Ｅのキーボードでの位置
い ち

 

 ・Ｅを押
お

す指
ゆび

：左手
ひだりて

の中指
なかゆび

 

・Ｅを押
お

す手
て

の 形
かたち

 

の手本
て ほ ん

を見
み

ながら 

AIUEO と押
お

す練 習
れんしゅう

をします。 

 

基礎
き そ

練 習
れんしゅう

と呼
よ

びます。 

   

 

 実践
じっせん

練 習
れんしゅう

 

 ＡＩＵＥＯと押
お

して、あいうえお と 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

実践
じっせん

練 習
れんしゅう

と呼
よ

びます。 

ＡＩＵＥＯ と押
お

してみます。      日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムをオンにしＡＩＵＥＯ 

下
した

のように 入 力
にゅうりょく

されます。       と押
お

します。下
した

のように 入 力
にゅうりょく

されます。  

 

  

 

 

 

 

 

 

１１．ローマ字
じ

と５０音
おん

の練習
れんしゅう

 

あいうえお あいうえお 

あいうえお あいうえお  

あいうえお やゆよ 

やゆよ   やゆよ 

やゆよ   やゆよ 

テ
キ
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１）あ・や の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習
れんしゅう

が終
お

わると結果
け っ か

が表示
ひょうじ

されます。 

 

  

あいうえお あいうえお 

あいうえお あいうえお  

あいうえお やゆよ 

やゆよ   やゆよ 

やゆよ   やゆよ 

あ・や の練習
れんしゅう

内容
ないよう

です。 

指
ゆび

の手本
て ほ ん

で 「あいうえお やゆよ」 を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

（左手
ひだりて

の）で「スペース」キーを押
お

します。 

 

「あ・や行
ぎょう

」の基礎
き そ

を練習
れんしゅう

します。 

指
ゆび

が表示
ひょうじ

されたら、そのまねを 

して動
うご

かしてください。 

ゆっくり、かくじつに。 

基礎           実践 

テ
キ
ス
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練 習
れんしゅう

の注意
ちゅうい

 

１） 手本
て ほ ん

の指
ゆび

の 形
かたち

をまねするようにゆっくり指
ゆび

を動
うご

かします。 

２） 指
ゆび

ならし練 習
れんしゅう

で ＡＩＵＥＯ Ｙ 全
すべ

て練 習
れんしゅう

しています。 

ゆっくりでいいので、ＡＩＵＥＯ ＹＡＹＵＹＯと手本
て ほ ん

を見
み

て丁寧
ていねい

に練 習
れんしゅう

して

下
くだ

さい。 

３） あいうえお やゆよ と口に出
だ

すと練 習
れんしゅう

するとよく覚
おぼ

えられます。 

４） ２回
かい

練 習
れんしゅう

したら、パーフェクトでなくても実践
じっせん

練 習
れんしゅう

に移
うつ

ります。 

５） Ｙが 難
むずか

しそうですが、思
おも

い切
き

って指
ゆび

を伸
の

ばし押
お

して下
くだ

さい。 

 

次
つぎ

は、実践
じっせん

練 習
れんしゅう

：実際
じっさい

に文字
も じ

を入
い

れる練 習
れんしゅう

です。 

  

実践
じっせん

練 習
れんしゅう

            に進
すす

みます。 

 

 

 

 

                        ＡＩＵＥＯと押
お

して 

                        あいうえお  

と 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

                        実践
じっせん

練 習
れんしゅう

と呼
よ

びます。 
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  実際
じっさい

に文字
も じ

を 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・実践
じっせん

➀ 

経過
け い か

時間
じ か ん

が 

表示
ひょうじ

されます 

「あ・や行
ぎょう

」の実践
じっせん

練習
れんしゅう

  

実践
じっせん

 ① をマウスでクリックします。 

 

「スペース」を押
お

すと練習
れんしゅう

が始
はじ

まります。 

 

 

 

あいうえお やゆよ の練習
れんしゅう

問題
もんだい

は、① ～ ④の４つ準備
じゅんび

しています 

問題
もんだい

が表示
ひょうじ

されます 

ここへ、問題
もんだい

の文
ぶん

を入 力
にゅうりょく

する 

基礎           実践 
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まず、 入 力
にゅうりょく

してみよう！！ 

日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムがオンの時
とき

、 

Ａ⇒「あ」、Ｉ⇒「い」、Ｕ⇒「う」、Ｅ⇒「え」、「Ｏ」⇒「お」が 入 力
にゅうりょく

できます。 

次
つぎ

の①、②、③、④、・・・・⑫まで、ゆっくりで良
よ

いので、挑 戦
ちょうせん

してください。 

（最初
さいしょ

は、思
おも

う通
とお

りになりませんが、参考
さんこう

を読
よ

んで練 習
れんしゅう

してください。） 

 

① 「あいうえお」     と 入 力
にゅうりょく

 

② 「Enter」（エンター）キーを押
お

す       確定
かくてい

 

③ 「 」   「スペース」キーを押
お

す     間隔
かんかく

（スペース） 入 力
にゅうりょく

 

④ 「あおいいえ」     と 入 力
にゅうりょく

  

⑤ 「Enter」（エンター）キーを押
お

す       確定
かくてい

 

⑥ 「 」   「スペース」キーを押
お

す     間隔
かんかく

（スペース） 入 力
にゅうりょく

 

⑦ 「あえいうえおあお」  と 入 力
にゅうりょく

 

⑧ 「Enter」（エンター）キーを押
お

す       確定
かくてい

 

⑨ 「Enter」（エンター）キーを押
お

す       改 行
かいぎょう

 

⑩ 「あう」 

⑪ 「Enter」（エンター）キーを押
お

す       改 行
かいぎょう

 

⑫ 「 」   「スペース」キーを押
お

す     確定
かくてい

（スペース） 入 力
にゅうりょく

 

 

  テ
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参考
さんこう

 

あい    下線
か せ ん

のついた状 態
じょうたい

で 「スペース」キーを押
お

すと「あい」を変換
へんかん

して 

できる言葉
こ と ば

の候補
こ う ほ

が表示
ひょうじ

されてしまいます。 

愛
あい

 会
あ

い アイ  

      候補
こ う ほ

が表示
ひょうじ

されている 所
ところ

で、Enter（エンター）を押
お

すと表示
ひょうじ

されている候補
こ う ほ

 

      が選
えら

ばれます。 

あい    下線
か せ ん

がある状 態
じょうたい

を 未確定
みかくてい

の状 態
じょうたい

と呼
よ

びます。 

愛
あい

     下線
か せ ん

のない状 態
じょうたい

を 確定
かくてい

の状 態
じょうたい

と呼
よ

びます。 

 

未確定
みかくてい

の状 態
じょうたい

でスペースキーを押
お

したら変換
へんかん

されてしまいます。 

未確定
みかくてい

から確定
かくてい

するには、どうすればいいか。未確定
みかくてい

と確定
かくてい

での、スペースキーの 働
はたら

きの

違
ちが

いなどを体験
たいけん

し、日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムがオンの時
とき

の 入 力
にゅうりょく

に慣
な

れてください。  

くわしくは、後半
こうはん

で練 習
れんしゅう

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入 力
にゅうりょく

ができたら「採点
さいてん

する」ボタンをクリックします。 

「中止
ちゅうし

する」で中断
ちゅうだん

もできます。 

 

 

 

「あいうえお あおいいえ あえいうえおあお 

あう あお うえ いう おい おう」と入 力
にゅうりょく

します。 

この赤
あか

い線
せん

は 入
にゅう

力
りょく

しているお

よその位
い

置
ち

を表
あらわ

しています。 

テ
キ
ス
ト見
本
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   誤字
ご じ

  問題
もんだい

と 入 力
にゅうりょく

文字
も じ

が違
ちが

っている 

   余
よ

字
じ

  問題
もんだい

にない文字
も じ

を 入 力
にゅうりょく

している 

   脱字
だ つ じ

  問題
もんだい

の字
じ

が抜
ぬ

けている 

 

  

「ＯＫ」をクリックすると成績
せいせき

が 左
ひだり

の欄
らん

に移
うつ

ります 

 

 

 

採点
さいてん

する 

中止
ちゅうし

する 

ＯＫ 

誤字
ご じ

 脱字
だ つ じ

 

テ
キ
ス
ト見
本
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次
つぎ

の練 習
れんしゅう

をして下
くだ

さい。 

実践
じっせん

①を練 習
れんしゅう

したら次
つぎ

は、実践
じっせん

②を練 習
れんしゅう

します。少
すこ

し間違
ま ち が

いがあっても次
つぎ

へ 

移
うつ

ります。 実践
じっせん

②、実践
じっせん

③、実践
じっせん

④ の練 習
れんしゅう

も１回
かい

で次
つぎ

の練 習
れんしゅう

に移
うつ

ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習
れんしゅう

の結果
け っ か

が不十分
ふじゅうぶん

でも、次
つぎ

の問題
もんだい

へ進
すす

みます。 

 

① あ・や ② かさたな ③ はまらわ ④ がざだば ⑤ ぱ行
ぎょう

 ⑥ ヴぁヴぃヴヴぇヴぉ  

⑦ 小
ちい

さな「あいうえお」 ⑧、⑨ つまる音
おん

、つまってねじれる音
おん

 ⑩ のびる音
おん

「－」 

 

１０ステップを最後
さ い ご

まで練 習
れんしゅう

することで、身
み

につける内容
ないよう

を理解
り か い

することができます。 

⑩のびる音
おん

「―」 まで練 習
れんしゅう

したら、 ① あ・や のステップに戻
もど

って復 習
ふくしゅう

します。 

この復 習
ふくしゅう

で不確
ふ た し

かなところも身
み

につけることができます。 

  

・実践
じっせん

② 

・実践
じっせん

③ 

・実践
じっせん

④ 

あえ うお いえ あい おう あえ 

いう あお えい あえ うえ うお 

いえ あい おう いう あお 

基礎           実践 

 

やゆよ やよい よいゆ いやよ 

あや あう よいよ ゆい ゆう やよい 

基礎           実践 

 

やい おゆ うよ あや やえ よい ゆう 

よえ おや えいよ よゆう あや あゆ 

いやよ よいよ ゆい ゆう やい おゆ 

基礎           実践 

 

テ
キ
ス
ト見
本
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練 習
れんしゅう

の時間
じ か ん

 

 

 タッチタイプの練 習
れんしゅう

時間
じ か ん

は、３０分
ぷん

程度
て い ど

を目安
め や す

とします。 

 ３０分
ぷん

を超
こ

えると 集 中
しゅうちゅう

できなくなります。 

練 習
れんしゅう

を終
お

える方法
ほうほう

は、あ・やの実践
じっせん

練 習
れんしゅう

がおわって３０分
ぷん

を超
こ

えたときは、 

メニューボタンを押
お

しメニューに戻
もど

ります。 

 

 

あ・や 行
ぎょう

の実践
じっせん

練 習
れんしゅう

が終
お

わったら「メニュー」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習
れんしゅう

が終
お

わったら 

 

「あ・や」の「実践
じっせん

練 習
れんしゅう

」を終
お

えて今日
き ょ う

の練 習
れんしゅう

を終
お

わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再挑戦
さいちょうせん

する 

メニュー 

テ
キ
ス
ト見
本
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 「成績
せいせき

」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メニューに戻
もど

り「成績
せいせき

」をクリックするとこれまでの成績
せいせき

が表示
ひょうじ

されます。 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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成績
せいせき

の記録
き ろ く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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次
つぎ

の「かさたな」に進
すす

む方法
ほうほう

を説明
せつめい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基礎
き そ

練習
れんしゅう

の「かさたな」の練習
れんしゅう

へ進
すす

む時
とき

は、「メニュー」をクリックします。 

タイピング基礎
き そ

のメニュー画面
が め ん

に戻
もど

ります。 

今日
き ょ う

の練習
れんしゅう

を終
お

える時
とき

は「ログアウト」をクリックします。 

 ログアウト 

再挑戦
さいちょうせん

する 

メニュー 

テ
キ
ス
ト見
本
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２）かさたな の練 習
れんしゅう

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

かきくけこ きゃきゅきょ 

かきくけこ きゃきゅきょ 

さしすせそ しゃしゅしょ 

さしすせそ しゃしゅしょ 

たちつてと ちゃちゅちょ 

たちつてと ちゃちゅちょ 

なにぬねの にゃにゅにょ ん 

なにぬねの にゃにゅにょ ん 

 

「かさたな」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

かさたな 行
ぎょう

の練習
れんしゅう

内容
ないよう

です。 

指
ゆび

が表示
ひょうじ

されたら、そのまねを 

して動
うご

かしてください。 

ゆっくり、かくじつに。 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本



48 

 

 

 

 

 

・実践
じっせん

➀ 

 

       かきくけこ きゃきゅきょ   さしすせそ しゃしゅしょ 

       たちつてと ちゃちゅちょ    なにぬねの にゃにゅにょ ん 

 

・実践
じっせん

② 

 

       かさ かす きなこ せき くさ くせ けす けんさ 

       こん ちこく しか しせい そこ そと たに つた 

       くち ちえ つち そこ てんき のと ぬか ぬし たね 

 

 

・実践
じっせん

③ 

 

      のうか のんき にしき にく ぬく ちけい けねん 

      さす さてい なし しそ きち すな いす すその 

      せと せかい たな せんたく つな てつ とんや  

 

・実践
じっせん

④ 

 

      きゃたつ きゅうそく きょうしつ しゃかい しゅうしょく 

      ちゃくせき ちゅうい ちょうさ こんにゃく にゅうよく 

      にゅうこ にょきにょき 

 

 

 

 

「かさたな」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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３）はまらわ の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「はまらわ」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

はひふへほ ひゃひゅひょ 

まみむめも みゃみゅみょ 

らりるれろ りゃりゅりょ 

わを 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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はひふへほ ひゃひゅひょ  まみむめも みゃみゅみょ 

らりるれろ りゃりゅりょ  わを 

・実践
じっせん

➀ 

「はまらわ」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

はかり はけ ひまわり ひとり ふつう ふね へいき 

へた へや ほし ほたて まえ まと まほう みちくさ 

みなみ みのむし むかし むこう めかくし めし めはな 

・実践
じっせん

② 

もも もやし らくらく らんかん ゆり やもり にりん 

るりいろ はる あひる れい れんこん ろうか ろうや 

ひゃくにん ひゃくかい ひゅうひゅう 

・実践
じっせん

③ 

・実践
じっせん

④ 

ひょうほん ひょうご みゃく さんみゃく みゅんへん 

みょうあん みょうちょう りゃくしき しょうりゃく りゅう 

りゅうこう ちょうみりょう りょうり みりょく えんりょ 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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４）がざだば の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 「がざだば」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
ゆび

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

がぎぐげご ぎゃぎゅぎょ 

ざじずぜぞ じゃじゅじょ 

だぢづでぞ ぢゃぢゅぢょ 

ばびぶべぼ びゃびゅびょ 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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「がざだば」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

がぎぐげご ぎゃぎゅぎょ  ざじずぜぞ じゃじゅじょ 

だぢづでど ぢゃぢゅぢょ  ばびぶべぼ びゃびゅびょ 

・実践
じっせん

➀ 

いちがつ がんこ ぎん えんぎ かぎ あまぐ ぐるめ 

もぐら げんこつ こうげき あご ごま すごろく あなご 

ざる ざぶとん じかん あじ ずが あずき ごぜん あんぜん 

・実践
じっせん

② 

ぞうきん なぞなぞ だいこん だいく はなぢ まぢか つづき 

こづつみ でんわ でんとう どびん どうろ ばけつ ばくはつ 

びじん びわ ぶき あぶら おしべ かべ ぼうし ごぼう 

・実践
じっせん

③ 

・実践
じっせん

④ 

ぎゃく ぎゃんぐ ぎゅうぎゅう ぎゅうにゅう ぎょうざ 

ぎょうれつ じゃぐち じゃんぐる じゅぎょう じゅみょう 

じょせい じょうだん さんびゃく びょういん がびょう 

ろくじゅうびょう 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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５）ぱぴぷぺぽ の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ぱぴぷぺぽ」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

「ぱぴぷぺぽ」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

ぱぴぷぺぽ ぱぴぷぺぽ 

ぱぴぷぺぽ ぱぴぷぺぽ 

ぱぴぷぺぽ 

基礎           実践 

ぱぴぷぺぽ ぴゃぴゅぴょ 

こんぱ ぱんち ぱずる ぴんち ぴんく 

ぴんぽん ぷりくら ぷりん ぺんき ぺんぎん 

ぺんぺんぐさ ぽぱい さんぽ ぽんかん ぽぷら 

ぽてと でんぽう 

・実践
じっせん

➀ 
基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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メモ欄
らん

 

 

 

 

 

 

  

テ
キ
ス
ト見
本
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６）ヴ行 の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオリン ⇒ ヴァイオリン 、 ベール ⇒ ヴェール  のように 

 外国
がいこく

で発音
はつおん

されているもとの発音
はつおん

に近
ちか

い音
おん

であらわすことが多
おお

くなってきました。 

このようにして使
つか

われるヴァ、ヴィ、ヴ、ヴェ、ヴォ の 練 習
れんしゅう

をします。  

 

  

「ヴ行
ぎょう

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

ヴァヴィヴヴェヴォ 

ヴァヴィヴヴェヴォ 

ヴァヴィヴヴェヴォ 

ヴァヴィヴヴェヴォ 

基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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「ヴ行
ぎょう

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を 行
おこな

います。 

ヴァヴィヴヴェヴォ ヴァヴィヴヴェヴォ 

ヴァイオリン ヴァレンタイン ヴィトン 

ヴェニス ヴェノスアイレス ヴォイド 

・実践
じっせん

➀ 
基礎           実践 

テ
キ
ス
ト見
本
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７）小
ちい

さい「ぁ」行 の練 習
れんしゅう

 

ウィスキー ウェディング シュワルツェネッガー のように 

小
ちい

さな「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」を 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

  外来語
がいらいご

の 入 力
にゅうりょく

でよく使
つか

います。 

 

外来語
がいらいご

は、アメリカ、コーヒー のようにカタカナを使
つか

います。 

 

外来語
がいらいご

には、５０音
おん

の 表
ひょう

には無
な

い音
おん

がたくさんあります。 

ウィスキーの「ウィ」、 ウェディングの「ウェ」 のような音
おん

です。 

「ウィスキー」は「うぃすきー」、「ウェディング」は「うぇでぃんぐ」 のように 

 ひらがな から カタカナ にして作
つく

ります。これは後
あと

で練 習
れんしゅう

します。 

「ウィ」「ウェ」のような音
おん

は、次
つぎ

のように約
やく

３０近
ちか

くあります。 

シェ、チェ、ツァ、ツェ、ツォ、ティ、ファ、フィ、フェ、フォ、ジェ、ディ 

イェ、ウィ、ウェ、ウォ、クァ、クィ、クェ、クォ、ツィ、ツゥ、グァ、ドゥ 

 

これらは、シ チ ツ テ フ ジ イ ウ ク グ と小
ちい

さな ァ ィ ゥ ェ ォ  

を組
く

み合
あ

わせて「ウィ」は「ウ」＋「ィ」、「ウ」＋「ェ」 のようにして作
つく

ります。 

 

小
ちい

さな「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」はＬとＡ、Ｉ、Ｕ、Ｅ、Ｏ を組
く

み合
あ

わせて作
つく

ります。 

ＬＡで「ぁ」、ＬＩで「ぃ」、ＬＵで「ぅ」、ＬＥで「ぇ」、ＬＯで「ぉ」のようにします。 

うぇでぃんぐ ： ＵＬＥＤＥＬＩＮＮＧＵ  覚
おぼ

えるのは、「Ｌ
える

」を使
つか

うことです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

あ 

え う 
 

い 
 

お 
 

小
ちい

さい「ぁぃぅぇぉ」を 

入 力
にゅうりょく

するために使
つか

う「Ｌ
える

」 

テ
キ
ス
ト見
本
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ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

ぁぃぅぇぉ 

ぁぃぅぇぉ 

ぁぃぅぇぉ 

ぁぃぅぇぉ 

基礎           実践 

「ぁ」行
ぎょう

の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を 行
おこな

います。 

ぁぃぅぇぉ ぁぉぃぃぇ ぁぇぃぅぇぉぁぉ 

まぁち へでぃんぐ でぃずにぃ はんてぃんぐ 

ぱふぇ うぇぶ ふぇんす ふぇるとぺん ふぉるて 

てれふぉん 

・実践
じっせん

➀ 
基礎           実践 

「ぁ行
ぎょう

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

テ
キ
ス
ト見
本
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８）「つまる音
おん

」の練 習
れんしゅう

 

 

 例
れい

：さっか、にっき  

    さっか は ＳＡＫＫＡ 

     にっき は ＮＩＫＫＩ 

 

  「か：ＫＡ」のつまる音
おん

は「っか：ＫＫＡ」 

  「き：ＫＩ」のつまる音
おん

は「っき：ＫＫＩ」 

 

  つまる音
おん

の数
かず

は次
つぎ

の２０こです。（例
れい

：右
みぎ

の 表
ひょう

） 

      

っか、 っき、 っく、 っけ、 っこ  

     っさ、 っし、 っす、 っせ、 っそ 

     った、 っち、 っつ、 って、 っと  

     っぱ、 っぴ、 っぷ、 っぺ、 っぽ 

 

 

 

 

 

 

 

  

つまる音
おん

は２０。 

工夫
く ふ う

された練習
れんしゅう

で楽
らく

に身
み

につけることができます。 

 っか  さっか 

 っき  にっき 

 っく  いっく 

 っけ  いっけ 

 っこ  いっこ 

 っさ  きっさ 

 っし  にっし 

 っす  いっすん 

 っせ  いっせい 

 っそ  いっそく 

 った  いった 

 っち  こっち 

 っつ  みっつ 

 って  きって 

 っと  ぽっと 

 っぱ  はっぱ 

 っぴ  はっぴ 

 っぷ  きっぷ 

 っぺ  ほっぺ 

 っぽ  しっぽ 

テ
キ
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っか っき っく っけ っこ 

っさ っし っす っせ っそ 

った っち っつ って っと 

っぱ っぴ っぷ っぺ っぽ 

 

・実践
じっせん

➀ 

「つまる音
おん

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を 行
おこな

います。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

っか っき っく っけ っこ 

っさ っし っす っせ っそ 

った っち っつ って っと 

っぱ っぴ っぷ っぺ っぽ 

さっか にっき いっく いっけ いっこ 

きっさ にっし いっすん いっせい いっそく 

いった にっち みっつ きって ぽっと 

はっぱ はっぴ きっぷ ほっぺ しっぽ 

・実践
じっせん

② 

基礎           実践 

基礎           実践 

基礎           実践 

「つまる音
おん

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

テ
キ
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９）「ねじれる音
おん

」の練 習
れんしゅう

 

 いっきゃく、いっきょく の「っきゃ」「っきょ」のような音
おん

を 

 「つまってねじれる音
おん

」 短
みじか

くして「ねじれる音
おん

」と呼
よ

びます。 

 ここでは、いっきゃく、いっきょく のようなねじれる音
おん

の練 習
れんしゅう

をします。 

例
れい

：いっきゃく、いっきょく  

っきゃ っきょ はつまる音
おん

の後
うし

ろの子音
し い ん

を重
かさ

ねて 入 力
にゅうりょく

します。  

いっきゃく は ＩＫＫＹＡＫＵ 

いっきょく は ＩＫＫＹＯＫＵ 

 

「きゃ：ＫＹＡ」のつまった音
おん

は「っきゃ：ＫＫＹＡ」 

つまってねじれる音
おん

は次
つぎ

の１１です。（例
れい

：右
みぎ

の 表
ひょう

） 

    っきゃ、 っきゅ、 っきょ 

    っしゃ、 っしゅ、 っしょ 

    っちゃ、 っちゅ、 っちょ 

    っぴゃ、      っぴょ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

っきゃ いっきゃく 

いきゅ いっきゅう 

っきょ てっきょう 

っしゃ しゅっしゃ 

っしゅ いっしゅう 

っしょ いっしょう 

っちゃ いっちゃく 

っちゅ ひっちゅう 

っちょ いっちょう 

っぴゃ ろっぴゃく 

っぴょ いっぴょう 

つまってねじれる音
おん

は１１。 

工夫
く ふ う

された練習
れんしゅう

で楽
らく

に身
み

につけることができます。 
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「ねじれる音
おん

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

「ねじれる音
おん

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

っきゃ っきょ っきょ 

っしゃ っしゅ っしょ 

っちゃ っちゅ っちょ 

っぴゃ っぴゅ っぴょ 

 

基礎           実践 

いっきゃく いっきゅう てっきょう 

しゅっしゃ いっしゅう いっしょう 

いっちゃく ひっちゅう いっちょう 

ろっぴゃく いっぴょう 

・実践
じっせん

② 

基礎           実践 

基礎           実践 

っきゃ っきゅ っきょ  っしゃ っしゅ っしょ 

っちゃ っちゅ っちょ  っぴゃ っぴゅ っぴょ 

・実践
じっせん

➀ 
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１０）「のびる音
おん

」の練 習
れんしゅう

 

 

てーま、ろーま、のような長 音
ちょうおん

の「 －
ハイフン

」を使
つか

う音
おん

の練 習
れんしゅう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「－」右手
み ぎ て

小指
こ ゆ び

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ろーま     ＲＯ－ＭＡ      てーま     ＴＥ－ＭＡ 

ろーそく    ＲＯ－ＳＯＫＵ    げーむ     ＧＥ－ＭＵ 

しーそー    ＳＩ－ＳＯ－     あーもんど   Ａ－ＭＯＮＮＤＯ 

てーぶる    ＴＥ－ＢＵＲＵ    にゅーよーく  ＮＹＵ－ＹＯ－ＫＵ 

さーかす    ＳＡ－ＫＡＳＵ    すとろー    ＳＵＴＯＲＯ－ 

のーと     ＮＯ－ＴＯ      たくしー    ＴＡＫＵＳＩ－ 

びーち     ＢＩ－ＴＩ      ろーまじ    ＲＯ－ＭＡＺＩ 

のーべるしょう ＮＯ－ＢＥＲＵＳＹＯＵ 

人差指
ひとさしゆび

をホームポジションに置
お

きコンパスで弧
こ

を描
えが

く 

ように小指
こ ゆ び

を「 ―
ハイフン

」まで上
うえ

にひねって押
お

す。 

テ
キ
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   キーボードを使
つか

って「ひらがな」を 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

が全
すべ

てできました。 

  

「のびる音
おん

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を 行
おこな

います。 

こーひー しーそー すきー けーき そーす 

でぱーと らーめん じゅーす ぴーまん しーそー 

すーぱーまーけっと こんぴゅーた よーろっぱ 

・実践
じっせん

➀ 基礎           実践 

基礎           実践 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

しーそー のーと てーぶる 

すとろー こーひー きーぼーど 

げーむ けーす あーもんど 

ろーまじ ろーそく のーべるしょう 

おーとばい めーる わーぷろ 

たくしー こんさーと すぴーち 

るーつ さーかす びーち  

べびーかー ぱとかー りーち 

ぺーじ すーぱー にゅーよーく 

おーすとらりあ  

「のびる音
おん

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 
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【復 習
ふくしゅう

】 

ローマ字
じ

の 表
ひょう

に 従
したが

い５０音
おん

の練 習
れんしゅう

をしました。日本語
に ほ ん ご

を 入 力
にゅうりょく

する基礎
き そ

ができました。ロ

ーマ字
じ

でひらがなを 入 力
にゅうりょく

する方法
ほうほう

を理解
り か い

できました。 

 

この基礎
き そ

をしっかりするために 

ローマ字
じ

の 表
ひょう

にそって復 習
ふくしゅう

します。 
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【復 習
ふくしゅう

の方法
ほうほう

】 

のびる音
おん

「―」の練 習
れんしゅう

が終
お

わると次
つぎ

のようになっています。 

成績
せいせき

は、優
ゆう

でなくてもかまいません。 

また、復 習
ふくしゅう

では基礎
き そ

は練 習
れんしゅう

しないで、実践
じっせん

①、②、③などを練 習
れんしゅう

します。 

図
ず

の赤
あか

い枠
わく

の中
なか

を練 習
れんしゅう

します。 

練 習
れんしゅう

の回数
かいすう

は、１回
かい

で、次
つぎ

の練 習
れんしゅう

へ進
すす

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この復 習
ふくしゅう

が終
お

わったら漢字
か ん じ

やカナなどに変換
へんかん

する練 習
れんしゅう

を始
はじ

めます。 

ローマ字
じ

での５０音
おん

の 入 力
にゅうりょく

に自信
じ し ん

が持
も

てない時
とき

は、もう一度
い ち ど

、「あ・や」の 行
ぎょう

から復 習
ふくしゅう

し

て下
くだ

さい。 

 

 

 

 

 

  

テ
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１２．変換
へんかん

練 習
れんしゅう

 

 

ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で 入 力
にゅうりょく

したひらがなを、漢字
か ん じ

やカタカナなどに置
お

き換
か

える練 習
れんしゅう

です。 

ひらがな →漢字
か ん じ

 や、ひらがな → カタカナに置
お

き換
か

える作業
さぎょう

を「変換
へんかん

」と呼
よ

びます。 

 

 『６月
がつ

の青
あお

い空
そら

に祝福
しゅくふく

されたウェディングは最高
さいこう

でした。』 

入 力
にゅうりょく

した「ひらがな」を日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムで漢字
か ん じ

・カナまじりの文
ぶん

にします。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

『６月
がつ

の青
あお

い空
そら

に祝福
しゅくふく

されたウェディングは最高
さいこう

でした。』 ができ上
あ

がります。 

 

変換
へんかん

には「スペース」キーを使
つか

います。押
お

しやすいキーなので変換
へんかん

に使
つか

います。 

 （「スペース」キーは、間隔
かんかく

をあける機能
き の う

でも使
つか

うので使
つか

いわける練 習
れんしゅう

が大切
たいせつ

です。） 

 

まず、実際
じっさい

に変換
へんかん

する練 習
れんしゅう

をしましょう。 

    

 

 

 

 

 

 

 

      「スペース」キーは左手
ひだりて

の親指
おやゆび

で押
お

すようにします。 

     （右手
み ぎ て

は、「Enter
エ ン タ ー

」キーを押
お

すなどでよく使
つか

うので）  

ろくがつの    (変換
へんかん

) ６月
がつ

の 

あおいそらに  （変換
へんかん

） 青
あお

い空
そら

に 

しゅくふくされた（変換
へんかん

） 祝福
しゅくふく

された 

うぇでぃんぐは  (変換
へんかん

) ウェディングは 

さいこうでした （変換
へんかん

） 最高
さいこう

でした 

 

１２．変換
へんかん

練習
れんしゅう

 

変換
へんかん

機能
き の う
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【参考
さんこう

】この内容
ないよう

は、先生
せんせい

に説明
せつめい

してもらってください。 

変換
へんかん

する時
とき

、候補
こ う ほ

や文
ぶん

の区切
く ぎ

りがコンピュータと違
ちが

うことが起
お

こります。次
つぎ

のようになっ

たときは、ここに書
か

いてあることを思
おも

い出
だ

してください。 

詳
くわ

しくは、文
ぶん

の区切
く ぎ

りの練 習
れんしゅう

で説明
せつめい

します。 

 

 

□ 文節
ぶんせつ

の長
なが

さを 短
みじか

くする 

「手
て

に持
も

つ」 と 入 力
にゅうりょく

するために 

「てにもつ」 と 入 力
にゅうりょく

して 変換
へんかん

したら 「手荷物
て に も つ

」 となってしまった。 

「てに」で変換
へんかん

して「手
て

に」とするために、文節
ぶんせつ

を 短
みじか

くします。 

「手荷物
て に も つ

」の状 態
じょうたい

で、「Shift
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「←」を押
お

すと文節
ぶんせつ

が 左
ひだり

に 短
みじか

くなる。 

「←」で「てにもつ」 もう一度
い ち ど

 「←」て 「てにもつ」 となる。 

ここで、変換
へんかん

をすると「手
て

に持
も

つ」 と変換
へんかん

されます。 

「手
て

に持
も

つ」 ここで確定
かくてい

させます 

 

□ 文節
ぶんせつ

の長
なが

さを長
なが

くする 

「柿
かき

の木
き

」 入 力
にゅうりょく

するために 

「かきのき」 と 入 力
にゅうりょく

して 変換
へんかん

したら 「柿
かき

軒
のき

」 となってしまった。   

「柿
かき

軒
のき

」を「かきのき」と「かき」と「のき」となっている文節
ぶんせつ

を 

「かき」の文節
ぶんせつ

を一
ひと

つ伸
の

ばして「かきの」と「き」としたい。 

「柿
かき

軒
のき

」の 所
ところ

で「Shift
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「→」を押
お

すと文節
ぶんせつ

が右
みぎ

に長
なが

くなります。 

「かきのき」 ここで変換
へんかん

すると 「柿
かき

の木
き

」となる。  テ
キ
ス
ト見
本
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１）漢字
か ん じ

への変換
へんかん

の練 習
れんしゅう

 

 

 変換
へんかん

の練 習
れんしゅう

は、実践
じっせん

練 習
れんしゅう

で実際
じっさい

に変換
へんかん

する体験
たいけん

をしながら身
み

につけます。 

 

 水
みず

 空
そら

 右
みぎ

 音
おと

 男
おとこ

 村
むら

 車
くるま

 青
あお

 耳
みみ

 山
やま

 目
め

  のように漢字
か ん じ

を 入 力
にゅうりょく

します。 

  

水
みず

 とするには①②③ ④の「スペース」キーの後
あと

 空
そら

に⑤⑥⑦の操作
そ う さ

が必要
ひつよう

です。 

 

① みず 「みず」と入
い

れる        ひらがな 入 力
にゅうりょく

 

 ② 水
みず

    「スペース」キーを押
お

す       漢字
か ん じ

変換
へんかん

 

③ 水
みず

  「Enter
エ ン タ ー

」キーを押
お

す        確定
かくてい

 

④「 」 「スペース」キーを押
お

す       間隔
かんかく

（スペース） 入 力
にゅうりょく

 

⑤ そら 「そら」と入
い

れる          ひらがな 入 力
にゅうりょく

 

⑥ 空
そら

    「スペース」キーを押
お

す       漢字
か ん じ

変換
へんかん

 

⑦ 空
そら

    「Enter
エ ン タ ー

」キーを押
お

す        確定
かくてい

 

 

慣
な

れるまで、 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ の操作
そ う さ

を練 習
れんしゅう

してください。 
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参考
さんこう

 

あい    下線
か せ ん

のついた状 態
じょうたい

で 「スペース」キーを押
お

すと「あい」を変換
へんかん

して 

できる言葉
こ と ば

の候補
こ う ほ

が表示
ひょうじ

されます。 

愛
あい

 会
あ

い アイ  

      候補
こ う ほ

が表示
ひょうじ

されている 所
ところ

で、「Enter
エ ン タ ー

」キーを押
お

すと表示
ひょうじ

されている候補
こ う ほ

 

が選
えら

ばれます。 

あい    下線
か せ ん

がある状 態
じょうたい

を 未確定
みかくてい

の状 態
じょうたい

 

愛
あい

     下線
か せ ん

のない状 態
じょうたい

を 確定
かくてい

の状 態
じょうたい

と呼
よ

びます。 

 

未確定
みかくてい

で「スペース」キーを押
お

す、未確定
みかくてい

から確定
かくてい

するには、未確定
みかくてい

と確定
かくてい

での、 

「スペース」キーの 働
はたら

きの違
ちが

いなどを体験
たいけん

し、日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムがオンの時
とき

の 入 力
にゅうりょく

に慣
な

れてください。 くわしくは後半
こうはん

で練 習
れんしゅう

します。  

テ
キ
ス
ト見
本



71 

 

 

 

 

 

・１つの漢字
か ん じ

が当
あ

てはまる時
とき

の練 習
れんしゅう

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・実践
じっせん

➀ 

「漢字
か ん じ

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

基礎          実践 

 

テ
キ
ス
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・２つ以上
いじょう

の候補
こ う ほ

がある時
とき

の練 習
れんしゅう

 

 

 「いち」と 入 力
にゅうりょく

し変換
へんかん

すると 一
いち

、市
いち

、位置
い ち

、イチ などいくつも候補
こ う ほ

がでます。 

 入 力
にゅうりょく

したい漢字
か ん じ

があらわれたところで「Enter
エ ン タ ー

」キーで確定
かくてい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・実践
じっせん

② 

基礎          実践 

 

テ
キ
ス
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２）カタカナの練 習
れんしゅう

 

カタカナに変換
へんかん

する方法
ほうほう

 

 ■辞書
じ し ょ

にある場合
ば あ い

 

   漢字
か ん じ

と同
おな

じように、変換
へんかん

キーで変換
へんかん

してカタカナを出
だ

します。 

   漢字
か ん じ

と同
おな

じように辞書
じ し ょ

に登
とう

録
ろく

されているカタカナの単語
た ん ご

は変換
へんかん

で出
だ

すことが 

   できます。 

 

 ■辞書
じ し ょ

にない場合
ば あ い

 

 

  辞書
じ し ょ

にない時
とき

は、ファンクションキーの「F７」、「F８」を使
つか

ってカタカナにします。 

  F８は、半角
はんかく

のカナに変換
へんかん

します。 
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     パソコン タイピング インド アメリカ エジプト と 

     入力します。 

 

  

「カタカナ」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

パソコン タイピング インド アメリカ エジプト 

テレビ アルバム エネルギー マフラー スピード 

ピーマン ビール プラスティック キャベツ フィルム 

・実践
じっせん

➀ 

基礎          実践 

 

テ
キ
ス
ト見
本
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３）数値
す う ち

の 入 力
にゅうりょく

の練 習
れんしゅう

 

      キーボードには、一番上
いちばんうえ

の段
だん

に数字
す う じ

のキーがあります。 

   数字
す う じ

や数値
す う ち

を 入 力
にゅうりょく

するキーですが、このキーを 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

はしていません。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   数字
す う じ

キーを使
つか

わなくても数字
す う じ

を入
い

れることができます。 

   文 章
ぶんしょう

の中
なか

に出
で

てくる数字
す う じ

や数値
す う ち

は、ローマ字
じ

でも 入 力
にゅうりょく

できます。 

   数値
す う ち

の読
よ

みを 入 力
にゅうりょく

して数字
す う じ

を 入 力
にゅうりょく

する方法
ほうほう

です。 

       にがつ     変換
へんかん

 ２月
がつ

   ろくがつ  変換
へんかん

  ６月
がつ

  

       さんじゅうにち 変換
へんかん

 ３０日
にち

  ごねんせい 変換
へんかん

  ５年生
ねんせい

 

 

   このように数字
す う じ

の読
よ

みを入
い

れて変換
へんかん

することで数字
す う じ

を入
い

れることもできます。 

   ホームポジションから指
ゆび

を離
はな

さず操作
そ う さ

を続
つづ

けることができる長 所
ちょうしょ

があります。 

 

   ここでは、数値
す う ち

をローマ字
じ

で 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

をします。 

   １２月
がつ

 ５年生
ねんせい

 ３０日
にち

 などは、ホームポジションから手
て

を放
はな

さずに打
う

てるので 

   どのような数字
す う じ

が打
う

てるか挑 戦
ちょうせん

の意味
い み

でも少
すこ

し 難
むずか

しい数字
す う じ

も練 習
れんしゅう

します。 

 

 

 

  

数字キー 

ローマ字入力に使用 

テ
キ
ス
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２ ５ １ 円
にひゃくごじゅういちえん

 は  「にひゃくごじゅういちえん」 と入
い

れて変換
へんかん

して 

２５１円
えん

 を 入 力
にゅうりょく

します。 

 

注
ちゅう

） 

２ ５ １ 円
えん

 となっていますが、ふりがな（ルビ）のため 間
あいだ

が空
あ

いています。 

          入 力
にゅうりょく

の時
とき

、 間
あいだ

を空
あ

ける必要
ひつよう

はありません。 

 

 

 

 注
ちゅう

） 

    ｋｇ
きろぐらむ

 は全角
ぜんかく

入 力
にゅうりょく

になっています。「スペース」キーを使
つか

って変換
へんかん

する 

    と半角
はんかく

入 力
にゅうりょく

になってしまいます。ファンクションキーの「Ｆ７」を使
つか

っ 

    て変換
へんかん

すると全角
ぜんかく

入 力
にゅうりょく

にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

  

「数値
す う ち

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

 

・実践
じっせん

➀ 

スペース不要 

 

基礎          実践 
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キ
ス
ト見
本



77 

 

４）記号
き ご う

の 入 力
にゅうりょく

の練 習
れんしゅう

 

 

 キーボードには、！“＃＄％＆‘（）＝～‘＋＊ の記号
き ご う

のキーがありますが、 

ここでは、これらのキーは使
つか

いません。 

 

文 章
ぶんしょう

の中
なか

で出
で

てくる記号
き ご う

は、変換
へんかん

して出
だ

すことができます。その例
れい

を示
しめ

します。 

 「 」かっこ 変換
へんかん

 ⇒ 「」 【】 《》 『』 〔〕 など沢山
たくさん

でてきます。 

 対
つい

で表示
ひょうじ

されるので←キーでカーソルを「」の中
なか

に入れて文字
も じ

を 入 力
にゅうりょく

すると便利
べ ん り

です。  

 

 ○ まる 変換
へんかん

 で ○、◎、●、①、②。③・・などが 入 力
にゅうりょく

できます。 

 × ばつ 変換
へんかん

 で ×  ÷ わる 変換
へんかん

 で ÷ 

 ※ こめじるし   ■ しかく 

 

 読
よ

み方
かた

がわからない記号
き ご う

は、「きごう」 で変換
へんかん

してください。 

 

 きごう 変換
へんかん

 ⇒ 記号
き ご う

 ⊃ 〇 ！ ＃ ＄ ヾ з к л ＠  など 

 ずけい 変換
へんかん

 ⇒ 図形
ず け い

 ■ ☆ ★ ○ ● ◎ ◇ ◆ □ △ ▲ ▽ ▼  

 たんい 変換
へんかん

 ⇒ 単位
た ん い

 ° ″ ℃ ￥ ＄ ￠ ％  

 から（～） しめ（〆） せくしょん（§） ゆうびん（〒） でんわ（☎） 

なんばー（№） ふとうごう（≦、≠、≧） かぶしきがいしゃ（㈱） 

ゆうげんがいしゃ（㈲） おす（♂） めす（♀） おんぷ（♪） ふらっと（♭） 

 

  なども試
ため

してください。 

 

  テ
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・実践
じっせん

➀ 

「記号
き ご う

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

基礎          実践 

 

テ
キ
ス
ト見
本
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５）文
ぶん

の区切
く ぎ

りの練 習
れんしゅう

 

   文
ぶん

の区切
く ぎ

り、変換
へんかん

、確定
かくてい

をするところを 考
かんが

えて練 習
れんしゅう

してください。 

   後
あと

で述
の

べる「コンピュータも迷
まよ

う」もあわせて読
よ

んでください。 

 

   コンピュータが迷
まよ

わないように変換
へんかん

を指示
し じ

します。 

にわに→変換
へんかん

→庭
にわ

に  にわには→変換
へんかん

→庭
にわ

には 

 

文
ぶん

の区切
く ぎ

りで変換
へんかん

する習 慣
しゅうかん

をつけます。 

   効率
こうりつ

よく変換
へんかん

するには文節
ぶんせつ

の単位
た ん い

で変換
へんかん

するようにします。 

   理由
り ゆ う

 

    ・変換
へんかん

の単位
た ん い

を正
ただ

しくコンピュータに伝
つた

えることができる 

    ・次
つぎ

の 入 力
にゅうりょく

で確定
かくてい

できる。（スペース以外
い が い

の文字
も じ

） 

    ・複数
ふくすう

文節
ぶんせつ

まとめて変換
へんかん

し、 入 力
にゅうりょく

に 誤
あやま

りがあると修 正
しゅうせい

に時間
じ か ん

がかかる。 

 

   辞書
じ し ょ

の性格
せいかく

を知
し

り、文 章
ぶんしょう

の 入 力
にゅうりょく

にも慣
な

れたら自分流
じぶんりゅう

の変換
へんかん

に変
か

えてみて 

ください。 

  

「文
ぶん

の区切
く ぎ

り」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

 

・実践
じっせん

➀ 

基礎          実践 

 テ
キ
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ひらがなを漢字
か ん じ

にする 

ひらがなを漢字
か ん じ

に変換
へんかん

するとき、コンピュータは辞書
じ し ょ

を使
つか

って漢字
か ん じ

を探
さが

します。 

たとえば、ひらがなで「にわに」という文字
も じ

は、コンピュータの辞書
じ し ょ

には下
した

のようにた

くさんの言葉
こ と ば

が登録
とうろく

されています。 

この中
なか

から 入 力
にゅうりょく

したい文字
も じ

を選
えら

ぶことになりますが、最初
さいしょ

はコンピュータが自分
じ ぶ ん

の

判断
はんだん

で文字
も じ

を出
だ

してきます。 ただし、コンピュータも万能
ばんのう

ではありません、迷
まよ

ったり、

間違
ま ち が

うこともあります。 

本当
ほんとう

に正
ただ

しい文字
も じ

は、 入 力
にゅうりょく

している本人
ほんにん

にしかわかりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テ
キ
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コンピュータも迷
まよ

う 

 

「にわにはたけが」は２つの意味
い み

があります。 

①「にわに／はたけが」 ⇒  庭
にわ

に  畑
はたけ

が 

②「にわには／たけが」 ⇒  庭
にわ

には 竹
たけ

が 

 

どちらが正
ただ

しいでしょうか？ コンピュータも迷
まよ

います。 

どちらが正
ただ

しいかは 入 力
にゅうりょく

している人
ひと

にしかわかりません。 

そこで、コンピュータに教
おし

えてあげる必要
ひつよう

があります。 

そのために、「にわにはたけが」の文字
も じ

を２つに区切
く ぎ

ってあげます。 

文
ぶん

の意味
い み

が分
わ

かる小
ちい

さな区切
く ぎ り

を文節
ぶんせつ

といいます。 

 

この文
ぶん

は２つの区切
く ぎ

り方
かた

があります。 

 

ひらがなを漢字
か ん じ

にするには、文節
ぶんせつ

の位置
い ち

で変換
へんかん

または確定
かくてい

します。 

「にわに」 →変換
へんかん

→「庭
にわ

に」、 「はたけが」→変換
へんかん

→「 畑
はたけ

が」 庭
にわ

に 畑
はたけ

が 

「にわには」→変換
へんかん

→「庭
にわ

には」、「たけが」 →変換
へんかん

→「竹
たけ

が」  庭
にわ

には竹
たけ

が 

 

このように、区切
く ぎ

りの場所
ば し ょ

を変
か

えることで思
おも

っている文字
も じ

に変換
へんかん

できます。 

 

 

  

テ
キ
ス
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コンピュータが区
く

切
ぎ

る位
い

置
ち

を間
ま

違
ちが

えた時
とき

は 

コンピュータが間違
ま ち が

えた時
とき

に、次
つぎ

の方法
ほうほう

で手助
て だ す

けし、修 正
しゅうせい

することもできます。 

文節
ぶんせつ

の長
なが

さを 短
みじか

くする 

「庭
にわ

に 畑
はたけ

が」となってしまった時
とき

は、文節
ぶんせつ

を長
なが

くすると修 正
しゅうせい

できます。 

庭
にわ

に 畑
はたけ

が   「Shift
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「→」を押
お

すと文節
ぶんせつ

が右
みぎ

に長
なが

くなる。 

庭
にわ

には竹
たけ

が   確定
かくてい

させます 

 

文節
ぶんせつ

の長
なが

さを 短
みじか

くする 

「庭
にわ

には竹
たけ

が」となってしまった時
とき

は、文節
ぶんせつ

を 短
みじか

くすると修 正
しゅうせい

できます。 

庭
にわ

には竹
たけ

が   「Shift
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「←」を押
お

すと文節
ぶんせつ

が 左
ひだり

に 短
みじか

くなる。 

庭
にわ

に 畑
はたけ

が    確定
かくてい

させます。 

 

変換
へんかん

する文節
ぶんせつ

の位置
い ち

を変
か

える 

習
なら

う漢字
か ん じ

 と 入 力
にゅうりょく

すると 習
なら

う感
かん

じ となってしまった。 

習
なら

う感
かん

じ   「→」を押
お

すと変換中
へんかんちゅう

の文節
ぶんせつ

が右
みぎ

に移
うつ

ります。 

習
なら

う感
かん

じ    変換
へんかん

キーを押
お

します。 

習
なら

う漢字
か ん じ

    確定
かくてい

します。 

 

キーボード「 →
みぎやじるし

」「 ←
ひだりやじるし

」を使
つか

うと、変換中
へんかんちゅう

の文節
ぶんせつ

を移動
い ど う

することができま

す。 

  

テ
キ
ス
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文節
ぶんせつ

（文
ぶん

のくぎり）で変換
へんかん

する習 慣
しゅうかん

を！！ 

                                （「ごんぎつね」作
さく

：新美
に い み

南吉
なんきち

） 

 「わたしがちいさいときに、むらのもへいというおじいさんからきいたおはなしです。」 

まとめて 入 力
にゅうりょく

し一度
い ち ど

に変換
へんかん

するとイ）ロ）ハ）などの文
ぶん

に変換
へんかん

されます。 

コンピュータの覚
おぼ

えている辞書
じ し ょ

によってこれ以外
い が い

にも様々
さまざま

な文
ぶん

になります。 

 

  イ） 【わたしが小
ちい

さいときに、むらの茂
も

平
へい

というお祖父
じ い

さんからきいたお 話
はなし

です。】 

 ロ）【 私
わたし

が小
ちい

さい時
とき

に、村野
む ら の

茂
も

兵衛
へ え

というおじいさんから聞
き

いたお 話
はなし

です。】
）

 

 ハ)【
（

私
わたし

が小
ちい

さい時
とき

に、村
むら

の茂
も

平
へい

というお爺
じい

さんから聞
き

いたお 話
はなし

です。】  
 

   イ）の文
ぶん

にしたい時
とき

は／の位置
い ち

で変換
へんかん

か確定
かくてい

して次
つぎ

の文
ぶん

のようにします。 

わたしが／小
ちい

さい／ときに、／村
むら

の／茂
も

平
へい

と／いう／お祖父
じ い

さんから／きいた／お 話
はなし

です。 

 

 

 

効率
こうりつ

よく変換
へんかん

するには、文節
ぶんせつ

の単位
た ん い

で変換
へんかん

や確定
かくてい

をします。 

 

理由
り ゆ う

  

（１）意味
い み

を正
ただ

しくコンピュータに伝
つた

えることができる 

 

（２）こまめに変換
へんかん

（ENTER
エ ン タ ー

）しても押
お

す回数
かいすう

は増
ふ

えません 

わたしが／ 小
ちい

さい／   ときに、   ／   村
むら

の    ／茂
も

平
へい

と 

   

    

 

 

こまめに変換
へんかん

しても次
つぎ

のキー 入 力
にゅうりょく

（スペース以外
い が い

）で確定
かくてい

します。 
 

  

わたしが

ENTER 

ちいさい 

変換
へんかん

 

Ｔで確定
かくてい

 

ときに、 

むらの 

変換
へんかん

 

Ｍで確定
かくてい

 

もへいと 変換
へんかん

 

 

ENTER 

テ
キ
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（３）修 正
しゅうせい

は手間
て ま

と時間
じ か ん

がかかる 

「わたしがちいさいときに、うらのもへいというおじいさんからきいたおはなしです。」 

  と 入 力
にゅうりょく

しまとめて変換
へんかん

すると次
つぎ

のようになりました。 

【わたしが小
ちい

さいときに、裏
うら

の茂
も

平
へい

というお祖父
じ い

さんからきいたお 話
はなし

です。】 

「むらの」が「うらの」に、ＭＵ と Ｕ のちがい Ｍ を抜
ぬ

かしたのですが、 

まとめて変換
へんかん

すると、変換
へんかん

の途中
とちゅう

の 誤
あやま

りを修 正
しゅうせい

するには手間
て ま

がかかります。 

また、まとめて長
なが

く 入 力
にゅうりょく

すれば、途中
とちゅう

にミスが含
ふく

まれる可能性
かのうせい

も高
たか

くなります。 

文節
ぶんせつ

の単位
た ん い

で変換
へんかん

や確定
かくてい

する習 慣
しゅうかん

をつけて 入 力
にゅうりょく

の基本
き ほ ん

を身
み

につけてください。 

変換
へんかん

に慣
な

れ、辞書
じ し ょ

のクセや性格
せいかく

をつかんでください。 

自分
じ ぶ ん

のパソコンの辞書
じ し ょ

のクセをつかめたらまとめて変換
へんかん

してもかまいません。 

その時
とき

も途中
とちゅう

での 入 力
にゅうりょく

ミスは厳禁
げんきん

です。ミスがあると 入
にゅう

力
りょく

した努力
どりょく

は水
みず

の泡
あわ

です。 

 

「連
れん

文節
ぶんせつ

変換派
へ ん か ん は

」と「文節
ぶんせつ

変換派
へ ん か ん は

」 

日本語
に ほ ん ご

ワープロの開発
かいはつ

競 争
きょうそう

が激
はげ

しかった頃
ころ

、日本語
に ほ ん ご

変換
へんかん

プログラムの性能
せいのう

の比較
ひ か く

で、

どれだけ多
おお

く文節
ぶんせつ

を一気
い っ き

に変換
へんかん

できるか？ というのがありました。 

 

その開発
かいはつ

競 争
きょうそう

の名残
な ご り

でいくつもの文節
ぶんせつ

をまとめて変換
へんかん

する「連
れん

文節
ぶんせつ

変換
へんかん

」の方
ほう

が効率
こうりつ

が良
よ

いと 考
かんが

える人
ひと

がいます。しかし、このテキストは、文節
ぶんせつ

の単位
た ん い

で変換
へんかん

または確定
かくてい

する練 習
れんしゅう

で基礎力
きそりょく

を磨
みが

くことを勧
すす

めています。「文節
ぶんせつ

変換派
へんかんは

」です。 

 

「誤
ご

入 力
にゅうりょく

の危険
き け ん

をおかして長 文
ちょうぶん

を 入 力
にゅうりょく

し、手間
て ま

をかけて修 正
しゅうせい

するくらいなら、

文節
ぶんせつ

単位
た ん い

で変換
へんかん

していくほうがよい。」と 考
かんが

えます。  

 

ということで、文 章
ぶんしょう

がどのような文節
ぶんせつ

に分
わ

けることができるか練 習
れんしゅう

しましょう。 
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（４）変換
へんかん

の効率
こうりつ

が良
よ

い 

 

    文
ぶん

は、文節
ぶんせつ

と呼
よ

ばれるものからできています。 

    文節
ぶんせつ

とは、自然
し ぜ ん

な撥音
はつおん

によって区切
く ぎ

ることができる言葉
こ と ば

の 最
もっと

も短い
みじかい

塊
かたまり

のことで 

す。この文節
ぶんせつ

の単位
た ん い

で変換
へんかん

すると効率
こうりつ

よく変換
へんかん

できます。 

 

    「白
しろ

い」  と変換
へんかん

する時
とき

に   

 

    「しろ」  と入れて変換
へんかん

すると  城
しろ

 代
だい

 白
しろ

 などがでてきます。 

 

    「しろい」 といれて変換
へんかん

すると  白
しろ

い  だけがでます。 

 

     このように文節
ぶんせつ

の区切
く ぎ

りで変換
へんかん

すると効率
こうりつ

よく変換
へんかん

できます。 

 

    文
ぶん

を文節
ぶんせつ

に分けるには、「ね」で区切
く ぎ

って自然
し ぜ ん

に読
よ

める 所
ところ

で分
わ

けられます。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

文節
ぶんせつ

（文
ぶん

のくぎり）の練 習
れんしゅう

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

効率
こうりつ

よく変換
へんかん

するために、文節
ぶんせつ

の勉 強
べんきょう

をします。 

文
ぶん

のくぎりに「／」をいれます。「 、」や「。」があるときは、その後
うし

ろに「／」を。 

   例
れい

：今日
き ょ う

は、／朝
あさ

／ごはんに／たまごと／ウインナーを／たべました。／ 

問題
もんだい

 ①   （回答
かいとう

は問題
もんだい

のページの後
あと

にあります） 

  １．はじめまして、たなかです。 

  ２．わたしは、はしります。 

  ３．おおきなこえであいさつをしよう。  

  ４．よるひらくはな   

  ５．ちいさなて   

  ６．よみかきソロバン  

  ７．たびのラクダ  

  ８．がっこうのこうか  

  ９．そばうちのめいじん  

１０．もりでかぶとむしをみつけた。 

１１．ごふんはやくついた。 

１２．ピアノをひく。   

１３．びょうにんをみる。 

１４．はなびにひがつく。 

 

問題
もんだい

 ② 

１． ともだちとうみへいき、すいへいせんをみてきました。 

２． ぶんしょうをつくるのは、けっこうむずかしいものだ。 

３． ちきゅうはまるくて、たいようのまわりをまわっている。 

４． このじしゃくをつかって、きょうはじっけんをします。 

５． すいそうのなかには、いけでとってきためだかがいます。 

６． いえにかえったら、てをあらい、うがいをしましょう。 

７． つかれていたので、いえについたらすぐねてしまった。 

８． れんしゅうは、なんどもくりかえしてこそいみがある。 

９． これは、まっすぐせんをひくためにつかうどうぐです。 

１０．  このさかをこえれば、あとはくだりだけなのでらくだ。 
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問題
もんだい

  ③ 

1. この空
あ

き地
ち

は何十年
なんじゅうねん

も前
まえ

には、とても大
おお

きい工 場
こうじょう

があって 私
わたし

はそこでいっしょう

けんめいはたらいていました。 

2. 今
いま

からそちらに向
む

かい、すぐに作業
さぎょう

を始
はじ

めるので、ひつようなものをすべて用意
よ う い

し

てまっていてください。 

3. 世
よ

の中
なか

にはまだわからないことがたくさんあります。いずれは科学
か が く

でせつめいがつ

くようになるのでしょうか。 

4. きのうは一日中
いちにちじゅう

雨
あめ

がふっていたので、がっこうのグラウンドに水
みず

たまりがあり外
そと

で

遊
あそ

べないのでざんねんです。 

5. キーボードをみないで文字
も じ

を打
う

てるようになれば、とてもべんりです。れんしゅう

して打
う

てるようになろう。 

6. おたまじゃくしはエラがあって水
みず

の中
なか

でもいきができるが、カエルはエラがなく、

水
みず

の中
なか

ではいきができない。 

7. けっかが全
すべ

てだと言
い

われるが、努力
どりょく

した人
ひと

には、努力
どりょく

したということをみとめても

いいのではないかと 私
わたし

はおもう。 

8. 人
ひと

がたくさん集
あつ

まっている中
なか

で大きな声
こえ

を出
だ

してしゃべったり、たばこをすったり

するのはめいわくなのでやめましょう。 
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文節
ぶんせつ

の問題
もんだい

  解答
かいとう

 

問題
もんだい

 ①  

1. はじめまして、／たなかです。／ 

2. わたしは、／はしります。／ 

3. おおきな／こえで／あいさつを／しよう。／ 

4. よる／ひらく／はな／ 

5. ちいさな／て／ 

6. よみかき／ソロバン／ 

7. たびの／ラクダ／ 

8. がっこうの／こうか 

9. そばうちの／めいじん／ 

10. もりで／かぶとむしを／みつけた。／ 

11. ごふん／はやく／ついた。／ 

12. ピアノを／ひく。／ 

13. びょうにんを／みる。／ 

14. はなびに／ひが／つく。／ 

問題
もんだい

 ② 

1. ともだちと／うみへ／いき、／すいへいせんを／みてきました。／ 

2. ぶんしょうを／つくるのは、／けっこう／むずかしいものだ。／ 

3. ちきゅうは／まるくて／たいようの／まわりを／まわっている。／ 

4. この／じしゃくを／つかって、／きょうは／じっけんを／します。／ 

5. すいそうの／なかには、／いけで／とってきた／めだかが／います。／ 

6. いえに／かえったら、／てをあらい、／うがいを／しましょう。／ 

7. つかれていたので、／いえに／ついたら／すぐ／ねてしまった。／ 

8. れんしゅうは、／なんども／くりかえしてこそ／いみがある。／ 

9. これは、／まっすぐ／せんを／ひくために／つかう／どうぐです。／ 

10. １０．この／さかを／こえれば、／あとは／くだりだけなので／らくだ。／ 
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問題
もんだい

  ③ 

1. この／空
あ

き地
ち

は／何十年
なんじゅうねん

も／前
まえ

には、／とても／大
おお

きい／工 場
こうじょう

が／あって／ 私
わたし

は

／そこで／いっしょうけんめい／ はたらいていました。／ 

2. 今
いま

から／そちらに／向
む

かい、／すぐに／作業
さぎょう

を／始
はじ

めるので、／ひつような／ものを

／すべて／用意
よ う い

して／まっていてください。／ 

3. 世
よ

の中
なか

には／まだ／わからないことが／たくさん／あります。／いずれは／科学
か が く

で／

せつめいが／つくように／なるのでしょうか。／ 

4. きのうは／一日中
いちにちじゅう

／雨
あめ

が／ふっていたので、／がっこうの／グラウンドに／水
みず

たま

りが／あり／外
そと

で／遊
あそ

べないので／ざんねんです。／ 

5. キーボードを／みないで／文字
も じ

を／打
う

てるように／なれば、／とても／べんりです。

／れんしゅうして／打
う

てるように／なろう。／ 

6. おたまじゃくしは／エラが／あって／水
みず

の中
なか

でも／いきが／できるが、／カエルは／

エラがなく、／水
みず

の中
なか

では／いきを／できない。／ 

7. けっかが／全
すべ

てだと／言
い

われるが、／努力
どりょく

した／人
ひと

は／努力
どりょく

したということを／みと

めても／いいのではないかと／ 私
わたし

は／おもう。／ 

8. 人
ひと

が／たくさん／集
あつ

まっている／中
なか

で／大
おお

きな／声
こえ

を／出
だ

して／しゃべったり、／た

ばこを／すうのは／めいわくなので／やめましょう。／ 

 

 

 

  テ
キ
ス
ト見
本



90 

 

１３．文 章
ぶんしょう

基礎
き そ

練 習
れんしゅう

 

 
 

変換
へんかん

の練 習
れんしゅう

をしてきました。 

文 章
ぶんしょう

基礎
き そ

練 習
れんしゅう

は、効率
こうりつ

よく 入 力
にゅうりょく

する練 習
れんしゅう

です。 

 

■文 章
ぶんしょう

には、かならず「、」と「。」が出
で

てきます。 

まず、「、」と「。」の練 習
れんしゅう

をします。 

■文 章
ぶんしょう

でよくでてくる言葉
こ と ば

があります。「その」、「いました。」など 

   よくでてくる言葉
こ と ば

は、一気
い っ き

に打
う

てる練 習
れんしゅう

をします。 

■かなづかいの練 習
れんしゅう

 

通
とお

る を 「とうる」として変換
へんかん

すると「と売
う

る」となります。 

先生
せんせい

 を 「せんせえ」として変換
へんかん

すると「センセ絵
え

」となります。 

入 力
にゅうりょく

してから修 正
しゅうせい

しないで良
よ

いように、正
ただ

しいかなづかいの練 習
れんしゅう

をします。 

■変化
へ ん か

する言葉
こ と ば

の練 習
れんしゅう

 

「言
い

う」は「言
い

わない、言
い

います、言
い

うとき、言
い

え」のように変化
へんか

します。 

変化
へ ん か

する 形
かたち

の練 習
れんしゅう

をしてしゃべるように 入 力
にゅうりょく

できる練 習
れんしゅう

をします。 

■文 章
ぶんしょう

練 習
れんしゅう

 

タッチタイプの基礎
き そ

練 習
れんしゅう

のまとめです。 

タイピングの練 習
れんしゅう

で大切
たいせつ

なことを文
ぶん

にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１３．文章
ぶんしょう

基礎
き そ

練習
れんしゅう
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１）「 、
とうてん

」と「 。
くてん

」 の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 「 、
とうてん

」と「。
くてん

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え 

準備
じゅんび

ができたらスペースを押
お

します。 

しーそーで、あそぶ。 あたらしい、のーと。 

まるい、てーぶる。 すとろーで、のむ。 

こーひーを、のんだ。 すーぷを、のむ。 

せーたーを、きる。 かれんだーを、めくる。 

すぷーんを、もつ。 ぺーじを、めくる。 

ろっかーに、いれる。 けーきを、もらった。 

かーどを、くばる。 ものれーるに、のった。 

げーむせんたーに、いった。 ははに、はなす。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

 

 

基礎        実践 
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◆「、」右手
み ぎ て

中指
なかゆび

の使
つか

い方
かた

            ◆「。」右手
み ぎ て

薬 指
くすりゆび

の使
つか

い方
かた

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践
じっせん

➀ 

・実践
じっせん

② 

③ 「、」と「。」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行います。 

「。」は、人差指
ひとさしゆび

をホームポジションに残
のこ

して、

薬 指
くすりゆび

を右下
みぎした

へ折
お

ると下
した

に「。」がきます。 

「、」は小指
こ ゆ び

をホームポジションに残
のこ

し 

中指
なかゆび

を右下
みぎした

へ引
ひ

くと下
した

に「、」がきます。 
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２）よく使
つか

う言葉
こ と ば

 の練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ 「よく使
つか

う言葉
こ と ば

」 の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を置
お

き、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

ぼくは わたしは みんなは あなたは あれは 

あれも たくさん まったく あっち こっち もっと 

ありがとう さようなら こんにちは たのしい 

うれしい うつくしい たいせつな ゆっくり はやく 

いそいで はいけい けいぐ ぜんりゃく そうそう 

ありがとうございます。 はじめまして。 

おげんきですか。 おねがいします。 

もうしわけありません。 おしらせします。 

よろしくおつたえください。 おまちしています。 

基礎        実践 
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ひとまとまりにして 入 力
にゅうりょく

する 

よく使
つか

う言葉
こ と ば

はひとまとまりの言葉
こ と ば

として 入 力
にゅうりょく

できるようになることです。 

「ありがとうございます。」を 「あ り が と う ご ざ い ま す 。」 

ひとつひとつの音
おん

として打
う

つのではなく、ひとまとまりの音
おん

として打
う

つことです。 

「ありがとうございます。」とまとめて打
う

てるように練 習
れんしゅう

します。 

 

  

 

 

 

 

 

・実践
じっせん

➀

・実践
じっせん

② 

・実践
じっせん

③ 

⑤ 「よく使
つか

う言葉
こ と ば

」の「実
じっ

践
せん

」練習
れんしゅう

を 行
おこな

います。 
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３）かなづかい の練 習
れんしゅう

 

 かなによる言葉
こ と ば

の書
か

き 表
あらわ

し方
かた

をかなづかいと言
い

います。 

 

 滋賀県
し が け ん

に近江
お う み

大橋
おおはし

という橋
はし

があります。よみを間違
ま ち が

うと大変
たいへん

です。 

 

 「おおみ おうはし」⇒ 大海
お お み

☓ 桜羽
お う は

し☓  

 「おおみ おおはし」⇒ 大海
お お み

☓ 大橋
おおはし

 ○ 

 「おうみ おうはし」⇒ 近江
お う み

○ 桜羽
お う は

し☓  

 「おうみ おおはし」⇒ 近江
お う み

○ 大橋
おおはし

 ○ 

 

 よみまちがうと、修 正
しゅうせい

や迷
まよ

いで時間
じ か ん

を取
と

ってしまいます。 

 

「通
とお

る」の読
よ

み方
かた

は 「とうる」？ 「とおる」？ 

 

「とうる」 →  と売
う

る 

「とおる」 →  通
とお

る 

 

「とうる」とすると読
よ

んで変換
へんかん

すると「と売
う

る」となります。 

読
よ

み方
かた

（かなづかい）をまちがうと正
ただ

しく 入 力
にゅうりょく

できません。 

 

日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

の 力
ちから

をつけるには、正
ただ

しいかなづかいの知識
ち し き

も大切
たいせつ

です。 

ここでは、「かなづかい」のきまりの勉 強
べんきょう

をします。 
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 ・のばす音
おん

を書
か

き 表
あらわ

す決
き

まり 

   のばした時
とき

の音
おん

をつけ加
くわ

える 

   「あ」のとき おかーさん。 おかーーーあさん  おかあさん 

   「い」のとき おにーさん。 おにーーーいさん  おにいさん 

   「う」のとき ゆーびん。  ゆーーーーうびん  ゆうびん 

   「え」のとき おねーさん。 おねーーーえさん  おねえさん 

   「お」のとき おとーさん。 おとーーーおさん   

         例外
れいがい

で「お」のときは「う」をつける おとうさん 

 

 ・「お」のとき「お」をつける 

   のばす音
おん

で「お」のときは「う」をつけるきまりですが、「お」をつける 

   ことばがあります。例外
れいがい

（例外
れいがい

の例外
れいがい

？）としておぼえましょう。 

 

   通
とお

る「とおる」  大橋
おおはし

「おおはし」  大
おお

きい「おおきい」 

   遠
とお

い「とおい」  狼
おおかみ

「おおかみ」   公
おおやけ

「おおやけ」  

     などがあります。 

 

 ・「ち」「つ」がにごる時
とき

 

「ち」「つ」が言葉
こ と ば

とくっついて、にごった発音
はつおん

になるとき「 ゛」をつける。 

   はな＋ち  ⇒ はなぢ（鼻血
は な ぢ

）     ちか＋つく ⇒ ちかづく（近
ちか

づく） 

   いれ＋ちえ ⇒ いれぢえ（入
い

れ知恵
ぢ え

） 

 

  「ぢ」を「じ」、「づ」を「ず」とまちがえると正
ただ

しく変換
へんかん

できるとは限
かぎ

りません。 

  最近
さいきん

は、このまちがいについてコンピュータが気
き

を利
き

かして変換
へんかん

してくれること 

  もありますが、正
ただ

しい決
き

まりをおぼえるようにしましょう。 
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・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥ 「かなづかい」 の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

あるきづめ おりづる ちからづよい ひづけ 

わるぢえ てづくり はなぢ ちゃづけ なまづめ 

みぢか そこぢから てづか みかづき てつづき 

かいづか みちづれ こうちょう おとうさん 

がっこう ちょうし しょうぼうしゃ きょうと 

いもうと とうきょう おとうと とうせん 

おうさま のうか てそう きょういく たいよう 

ほうがく ようい ちょうじゃ しょうがつ 

おねえさん こおり ほのお おおやけ とおる 

おおきい おおさか  

基礎        実践 
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「かなづかい」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

・実践
じっせん

➀  

・実践
じっせん

②  

テ
キ
ス
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４）変化
へ ん か

する言葉
こ と ば

 の練 習
れんしゅう

 

 

 同
おな

じ意味
い み

の言葉
こ と ば

でも、用
もち

い方
かた

で言葉
こ と ば

の 形
かたち

が変
か

わります。 

 「見
み

る」は、次
つぎ

のように変化
へ ん か

します。 

 

「見
み

ない」「見
み

ます」「見
み

る」「見
み

るとき」「見
み

れば」「見
み

ろ」   

  （ みない、 みます、 みる、 みるとき、 みれば、 みろ ） 

変化
へ ん か

する言葉
こ と ば

を練 習
れんしゅう

すると、 喋
しゃべ

るように指
ゆび

がうごく 力
ちから

がつきます。 

 

言葉
こ と ば

を思
おも

い浮
う

かべると指
ゆび

が動
うご

き画面
が め ん

に文字
も じ

が 表
あらわ

れる。 

それが上手
う ま

くいくと、気持
き も

ちよく感
かん

じることができると思
おも

います。 

言葉
こ と ば

の変化
へ ん か

に指
ゆび

を慣
な

らし、まるで 喋
しゃべ

るように自然
し ぜ ん

に指
ゆび

が動
うご

くようにする練 習
れんしゅう

です。 

 

「来
く

る」は、次
つぎ

のように変化
へ ん か

します。 

「来
こ

ない」「来
き

ます」「来
く

る」「来
く

るとき」「来
く

れば」「来
こ

い」 

（ こない、 きます、 くる、 くるとき、 くれば、 こい ） 
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「変化
へ ん か

する言葉
こ と ば

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

おきない おきます おきる おきるとき おきれば おきろ 

よまない よみます よむ よむとき よめば よめ 

ださない だします だす だすとき だせば だせ 

はしらない はしります はしる はしるとき はしれば はしれ 

たべない たべます たべる たべるとき たべれば たべろ 

 

 
 

基礎        実践 

 

「変化
へ ん か

する言葉
こ と ば

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

・実践
じっせん

➀ 

・実践
じっせん

② 
テ
キ
ス
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本



101 

 

５）文 章
ぶんしょう

練 習
れんしゅう

 

文 章
ぶんしょう

基礎
き そ

練 習
れんしゅう

の仕上
し あ

げです。 

 

練 習
れんしゅう

の仕上
し あ

げの文
ぶん

章
しょう

として「基礎
き そ

」と「実践
じっせん

」を練習用
れんしゅうよう

に準備
じゅんび

しています。 

「基礎
き そ

」と「実践
じっせん

」の練 習
れんしゅう

を繰
く

り返
かえ

しタイピングの土台
ど だ い

を築
きず

いて下さい。 

 

 

問題
もんだい

文
ぶん

 

指
ゆび

は、舌
した

と同
おな

じように、言葉
こ と ば

を思
おも

い浮
う

かべると自然
し ぜ ん

に、動
うご

くようになります。 

このステップまで進
すす

んだあなたにとって、自然
し ぜ ん

に指
ゆび

が動
うご

く基礎
き そ

はできています。 

この短文
たんぶん

には、タッチタイプの基礎
き そ

が、豊富
ほ う ふ

に含
ふく

まれています。 

スラスラサラサラと、言葉
こ と ば

の区切
く ぎ

りまで、一
いっ

気
き

に指
ゆび

が動
うご

くように、むきになって、 

繰
く

り返
かえ

し練 習
れんしゅう

してください。 

みんなが目
め

をむいて、わっと 驚
おどろ

くまで二十回
にじゅっかい

が目 標
もくひょう

です。 

よし、一気
い っ き

にやってやろう、がんばるぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文章
ぶんしょう

練習
れんしゅう

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 
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ゆびは したとおなじように ことばを おもいうかべると 

しぜんに うごくようになります このすてっぷまで すすんだ 

あなたにとって しぜんにゆびがうごく きそはできています 

このたんぶんには たっちたいぷのきそが ほうふに 

ふくまれています すらすらさらさらと ことばのくぎりまで 

いっきに ゆびがうごくように むきになって くりかえし 

れんしゅうしてください みんながめをむいて わっとおどろくまで 

にじゅっかいが もくひょうです よし いっきにやってやろう  

がんばるぞ 

・実践
じっせん

➀ 

・実践
じっせん

② 

「文章
ぶんしょう

練習
れんしゅう

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

 

 

テ
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１４．アルファベット練 習
れんしゅう

 

 

ここでは、ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

に使
つか

わないので後回
あとまわ

しにしたキーを含
ふく

めたアルファベットの

練 習
れんしゅう

をします。 

練 習
れんしゅう

したキーと練 習
れんしゅう

していないキーを整理
せ い り

すると次
つぎ

のようになります。 

ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で使
つか

わないＣＱＸなどは、左手
ひだりて

の動
うご

きにくい指
ゆび

を使
つか

いますが、ローマ字
じ

の 入 力
にゅうりょく

の練 習
れんしゅう

で両手
りょうて

での文字
も じ

入 力
にゅうりょく

に慣
な

れてきた皆
みな

さんには、難
むずか

しくないと思
おも

いま

す。 

 

（１）ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で 練 習
れんしゅう

したキー 

ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で練 習
れんしゅう

したアルファベットは次
つぎ

の２２字
じ

です。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ ＹＺ 

と「―」 

アルファベット２６字
じ

の内
うち

「ＣＦＪＱＸ」の５字
じ

は、使
つか

っていません。 

 

 

 

 

 

 

 

日本語
に ほ ん ご

の文 章
ぶんしょう

にも、ＮＨＫ ＴＶ ＣＤ ＵＦＯ などの日本語
に ほ ん ご

の一部
い ち ぶ

のように使
つか

わ

れる単語
た ん ご

や名前
な ま え

、住 所
じゅうしょ

などを 表
あらわ

すときにアルファベットが必要
ひつよう

になります。 

  

１４．アルファベット練習
れんしゅう
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（２）ローマ字
じ

入 力
にゅうりょく

で使
つか

わないアルファベット 

   Ｆ：人差指
ひとさしゆび

（ 左
ひだり

） 、Ｊ：人差指
ひとさしゆび

（右
みぎ

）  

 Ｃ：中指
なかゆび

、Ｑ：小指
こ ゆ び

、Ｘ：薬 指
くすりゆび

は、左手
ひだりて

の動
うご

かしにくい指
ゆび

を使
つか

います。 

  アルファベット２６字
じ

を練 習
れんしゅう

してから５０音
おん

の練 習
れんしゅう

に進
すす

む方法
ほうほう

もありますが、Ｑ 

ＣＸの練 習
れんしゅう

で挫折
ざ せ つ

し５０音
おん

の練 習
れんしゅう

まで進
すす

まない人
ひと

も少
すく

なくありません。 

本
ほん

テキストでは両手
りょうて

の使
つか

い方
かた

に慣
な

れてからＱＣＸの練 習
れんしゅう

をするのでで挫折
ざ せ つ

しにくく

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習
れんしゅう

の約束
やくそく

 

 

日本語
に ほ ん ご

の文 章
ぶんしょう

の中
なか

で ＮＨＫ、ＴＶ などのアルファベットを 入 力
にゅうりょく

するための練 習
れんしゅう

なので、ここでは全角
ぜんかく

のモードで練 習
れんしゅう

します。   

（全角
ぜんかく

のモードとはＭＳ-ＩＭＥが「あ」となっているモードです、「Ａ」「A」のモー

ドではありません） 

ただし、半角
はんかく

のアルファベットを 入 力
にゅうりょく

する場合
ば あ い

は日本語
に ほ ん ご

ではありませんので「日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システム」をオフにしてキーを入力します。 

 

（注） 

日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムの切
き

り替
か

えは、キーボードの左 上
ひだりうえ

にある   キーを押
お

します。 

日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

システムのオン・オフの状 態
じょうたい

は画面
が め ん

右下
みぎした

のタスクバー内
ない

のＭＳ-ＩＭＥを

見
み

て判断
はんだん

します。 

       オンの場合
ば あ い

      オフの場合
ば あ い

 

  

アルファベットの練習
れんしゅう

は、 

右
みぎ

のメニューで練習
れんしゅう

します。 
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フォント（文字
モジ

の種類
シュルイ

） 文字
もじ

の見本
みほん

ＭＳ明朝
みんちょう

子どもパソコン教室

ＭＳゴシック 子どもパソコン教室

ＨＧＰゴシックＥ 子どもパソコン教室

ＨＧＰ創英
そうえい

角
かく

ポップ体
たい

子どもパソコン教室

ＨＧＰ創英角ゴシックＵＢ 子どもパソコン教室

ＨＧＰ明朝
みんちょう

Ｅ 子どもパソコン教室

ＨＧ丸
まる

ゴシックＭ-ＰＲＯ 子どもパソコン教室

ＨＧＰ行書体
ぎょうしょたい

子どもパソコン教室

ＡＲ丸
まる

ゴシック体
たい

Ｍ 子どもパソコン教室

文字
も じ

について 

文字
も じ

の大
おお

きさ（フォントサイズ） 

「おたんじょうかい」のおしらせ 

 のように、文字
も じ

には小
ちい

さなものから大
おお

きなものまで多
おお

くの種類
しゅるい

を選
えら

ぶことができます。 

 文字
も じ

の大
おお

きさのことをフォントサイズ（下
した

の図
ず

： 左
ひだり

）といいます。 

 

文字
も じ

の種類
しゅるい

 

文字
も じ

の 形
かたち

には、「子どもパソコン教室」「子どもパソコン教室」「子どもパソコン教室」のよ

うに、いろいろな 形
かたち

があります。文字
も じ

の 形
かたち

のことをフォントといいます。（下
した

の図
ず

：右
みぎ

） 

 
 

文字
も じ

の大
おお

きさ（フォントサイズ）    文字
も じ

の形
かたち

の種類
しゅるい

（フォント） 

 

 

 

  

フォントサイズ 文字
もじ

の大
おお

きさ

8 あ

10 あ

12 あ

14 あ

18 あ

20 あ

24 あ

36 あ
48 あ
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「全角
ぜんかく

」と「半角
はんかく

」 

  

文字
も じ

の 形
かたち

は、小
ちい

さな点
てん

を集
あつ

めて作
つく

ります。 例
れい

：Ｅ を拡大
かくだい

すると   

漢字
か ん じ

の種類
しゅるい

は、新聞
しんぶん

・雑誌
ざ っ し

などで使
つか

う漢字
か ん じ

を常 用
じょうよう

漢字
か ん じ

といい約
やく

２０００字
じ

あります。 

古
ふる

くからの漢字
か ん じ

を含
ふく

めると漢字
か ん じ

の種類
しゅるい

は何
なん

万
まん

種類
しゅるい

にもなります。 

漢字
か ん じ

は 優
ゆう

、鬱
うつ

、などアルファベットに比
くら

べ複雑
ふくざつ

なものが多
おお

いので、アルファベットの

倍
ばい

の大
おお

きさを使
つか

います。 

アルファベットの大
おお

きさを「半角
はんかく

」、漢字
か ん じ

の大
おお

きさを「全角
ぜんかく

」と呼
よ

びます。 

 

・フォントサイズ３６の「a」 

a  アルファベットと数字
す う じ

・記号
き ご う

でよいので、これだけの幅
はば

で表 現
ひょうげん

できます。 

 

・フォントサイズ３６の「優
ゆう

」 

優  漢字
か ん じ

は何千
なんぜん

種類
しゅるい

の文字
も じ

があるので、アルファベットの倍
ばい

の幅
はば

を使
つか

います。 

 

優 この大
おお

きさを「全角
ぜんかく

」  a  この大
おお

きさを「半角
はんかく

」と言
い

います。 

学 校
がっこう

は英語
えいご

でschool

スクール

といいます。  （school：半角） 

英語

えいご

をＮ Ｈ Ｋ

エヌエイチケー

で 勉 強

べんきょう

します。    （ＮＨＫ：全角） 

日本語
に ほ ん ご

の中
なか

で英字
え い じ

は、半角
はんかく

、全角
ぜんかく

どちらも使
つか

うことができます。 

プログラミングは、英語
え い ご

の命令
めいれい

を半角
はんかく

で 入 力
にゅうりょく

します。（直 接
ちょくせつ

入 力
にゅうりょく

ともいう） 

プログラミングの勉 強
べんきょう

は、１年目
ね ん め

はマウスで、２年目
ね ん め

は英語
え い ご

を 入 力
にゅうりょく

して命令
めいれい

します。 

１年目
ね ん め

のキーボードの練 習
れんしゅう

で、文字
も じ

を 入 力
にゅうりょく

する 力
ちから

をつけてください。 

２年目
ね ん め

のプログラミングの練 習
れんしゅう

で、英語
え い ご

での命令
めいれい

を 入 力
にゅうりょく

できるようになります。 
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   ここでは、次
つぎ

の３つのメニューで練 習
れんしゅう

します。 

  

１）「アルファベット」の練 習
れんしゅう

 

   アルファベット２６字
じ

、と「，」「．」「；」の練 習
れんしゅう

をします。 

   アルファベットの大文字
お お も じ

と、小文字
こ も じ

の練 習
れんしゅう

もします。 

 

 

 

 

 

 ２）「英
えい

単語
た ん ご

」（英
えい

略語
りゃくご

、英
えい

単語
た ん ご

など）の練 習
れんしゅう

 

   ＮＨＫ、ＮＴＴ、ＣＤなどの英
えい

略語
りゃくご

、 

ｂｏｘ、ｃａｔ、ｄｏｇなどの英
えい

単語
た ん ご

を練 習
れんしゅう

します。 

 

 

 

 

 

 ３）「英
えい

単語
た ん ご

」（地名
ち め い

、名前
な ま え

など）の練 習
れんしゅう

 

   富士山
ふ じ さ ん

（Ｈｕｊｉｓａｎ）、広島
ひろしま

（Ｈｉｒｏｓｉｍａ）などの地名
ち め い

などの練 習
れんしゅう

 

   Ｔａｒｏｕ（太郎
た ろ う

）、Ｈａｒｕｋａ（ 遥
はるか

）、などの名前
な ま え

などの練 習
れんしゅう
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１）アルファベットの練 習
れんしゅう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え 

準備
じゅんび

ができたらスペースを押
お

します。 

「アルファベット」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

ABCDEFG HIJKLMN  OPQRSTU  VWXYZ-,.;  

ABCDEFG HIJKLMN  OPQRSTU  VWXYZ-,.;  

Abcdefg  hijklmn  opqrstu  vwxyz-,.; 

Abcdefg  hijklmn  opqrstu  vwxyz-,.; 

 

基礎           実践 

テ
キ
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全角
ぜんかく

モードでアルファベットを 入 力
にゅうりょく

すると！ 

「ＡＢＣＤＥＦＧ」と日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

モード（「あ」の状 態
じょうたい

）で 入 力
にゅうりょく

すると 

「あｂｃでｆｇ」となります。この状 態
じょうたい

で変換
へんかん

（スペースで）することで 

「ＡＢＣＤＥＦＧ」と 入 力
にゅうりょく

することができます。 

「ＨＩＪＫＬＭＮ」は 入 力
にゅうりょく

し「ひｊｋｌｍｎ」ここで変換
へんかん

し 入 力
にゅうりょく

できます。 

「ＶＷＸＹＺ―、。；」は「ＶＷＸＹＺ」と「－．；」を分
わ

けて 入 力
にゅうりょく

します。 

 

変換
へんかん

キー（スペース）を押
お

しても候補
こ う ほ

が表示
ひょうじ

されない時
とき

は 

 

 

ファンクションキー「Ｆ９」を使
つか

います。「Ｆ９」はアルファベットへ変換
へんかん

するキーです。 

注
ちゅう

）文節
ぶんせつ

（文
ぶん

のくぎり）が２つ以上
いじょう

に別
わか

れた時
とき

。 

「ＨＩＪＫＬＭＮ」と 入 力
にゅうりょく

し、変換
へんかん

すると「ひｊｋ」と「m ん」に２つの文節
ぶんせつ

に別
わか

れて

表示
じょうじ

されることがあります。 

分
わ

かれた文節
ぶんせつ

を１つの文節
ぶんせつ

にするには「SHIFT
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「→」キーを押
お

すと文
ぶん

のくぎりが 1字
じ

ずつ右
みぎ

へ広
ひろ

がります。 

「ＨＩＪＫＬＭＮ」までをひとまとまりにして「Ｆ９」で変換
へんかん

します。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「アルファベット」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

・実践
じっせん

➀  テ
キ
ス
ト見
本
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２）英
えい

単語
た ん ご

の練 習
れんしゅう

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

TEA BUS CAP CAT CUP TOP UFO 

VIP ZOO YEN AND OFF USA JOY 

ABC BMW BOX FAX FM ICE OLD 

ONE OUT PET RED  

「英
えい

単語
た ん ご

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

 

基礎           実践 
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ＮＨＫ ＮＴＴ ＣＤ ＴＶ ＩＴ ・・・ 

ｂｏｘ ｃａｔ ｄｏｇ ・・・・ などは、変換
へんかん

で出
だ

すことができます。 

んｈｋ スペース（変換
へんかん

）で ＮＨＫ 

んっｔ スペース（変換
へんかん

）で ＮＴＴ 

ｃｄ スペース（変換
へんかん

）で ＣＤ 

ＴＶ スペース（変換
へんかん

）で ＴＶ 

いぇｎ スペース（変換
へんかん

）で ＹＥＮ 

あんｄ スペース（変換
へんかん

）で 

 案
あん

d 「＋→で あんｄ スペース（変換
へんかん

）で ＡＮＤ 

おｎ スペース（変換
へんかん

）で ＯＮ 

ぼｘ スペース（変換
へんかん

）で ｂｏｘ 

かｔ スペース（変換
へんかん

）で ｃａｔ 

どｇ スペース（変換
へんかん

）で ｄｏｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「英
えい

単語
た ん ご

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 

・実践
じっせん

➀ 
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３）英
えい

単語
た ん ご

の練 習
れんしゅう

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームポジションに指
ゆび

を構
かま

え、親指
おやゆび

で「スペース」キーを押
お

します。 

「英
えい

単語
た ん ご

」の「基礎
き そ

」を練習
れんしゅう

します。 

BLACK PAPER SPOON TITLE HANDY ASAHI 

NAGOYA HAPPY SPORT HOTEL VIDEO BREAD 

WARER RADIO MOTOR MOVIE RINSE BUTTER 

TISSUE ORANGE MARKET SCHOOL TOBACCO 

PENSION PRINTER SHAMPOO PRESENT 

MACHINE SAUSAGE INTERNATIONAL 

 

基礎           実践 
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Ｈｉｒｏｓｉｍａ 、 Ｔｏｋｙｏ 、 Ｍａｔｕｍｏｔｏ 

など「スペース」キーの変換
へんかん

で出
で

てくるもの「Ｆ９」キーの変換
へんかん

で出
で

てくるものなど、ソフ

トによって異
こと

なります。 

「スペース」キーや「Ｆ９」キーによる変換
へんかん

など試
ため

しながら 入 力
にゅうりょく

してください。 

文
ぶん

の区切
く ぎ

りが、２つ以上
いじょう

に別
わか

れる時
とき

は、 

「SHIFT
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「→」キーで１字
じ

ずつ右
みぎ

へ文
ぶん

の区切
く ぎ

りを広
ひろ

げてください。 

「→」を押
お

しすぎて字数
じ す う

が増
ふ

えすぎた時
とき

は、 

「SHIFT
シ フ ト

」キーを押
お

しながら「←」キーで１字
じ

ずつ減
へ

らしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・実践
じっせん

② 

「英
えい

単語
た ん ご

」の「実践
じっせん

」練習
れんしゅう

を行
おこな

います。 
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 メモ欄
らん

  

テ
キ
ス
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１５．日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

の基礎
き そ

資料
しりょう

 

 

 

このテキストがあれば、子ども達に「正しい指づかいを守って」ローマ字入力を身につけさ

せることができます。しかし、教えるためには、「なぜ？」との質問には、答える準備が必

要です。 

掛け算、３×７＝２１を教える時、「３×７は２１になる」と分かる人なら良いが、「×（か

ける）とは？」「数字って何？」などと質問された時、適切に答えるには、教えようとする

ことについての基礎を深く知っている必要があります。 

本メソッドで教えるに当たって基礎になる資料を掲載します。 

この章では、このメソッドの成り立ちなど、このメソッドの考えについて解説します。 

 

（１）「はかせ式タッチタイプ」メソッド 

   この練習方法の考えや練習で守ることについて 

（２）ホームポジションに指を戻すのは「いつ？」 

    「必ずホームポジションに戻す」の例外は？ 

（３）ローマ字の表記 

（４）ｓｈｉはｓｉ、ｃｈｉはｔｉで練習する理由 

（５）なぜホームポジションのＦやＪを使わないのか？ 

（６）外来語の表記 

（７）五十音図と音韻体系 

 

  

１５．日本語
に ほ ん ご

入 力
にゅうりょく

の基礎
き そ

資料
しりょう
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（１）「はかせ式タッチタイプ」メソッド 

・ゆっくりやれば速くなるキー入力練習 

・手首を支えて操作する 

・ローマ字入力に必要なキー２２で練習 

・指を動かすパターンは５つ 

ホームポジション、人差し指、中指、薬指、小指 

・指の型は、１８ 

・ローマ字の表を１０のステップで練習 

馴れがこない、練習者に挑戦 

・手本の練習に続けて実践の練習を 

アルファベット、数字、記号、漢字、ひらがな、カナを使う日本語の入力を効率良く練

習できる「はかせ式タッチタイプ」の考え 

第一の着眼点： 

ローマ字入力ができるようになってから、「ＣＦＪＱＸ」を練習する。特に、ＱＣＸは、

左手の小指、中指、薬指で動かしにくい指なので練習を後回しにすることで楽に進める

ことができます。 

アルファベット２６字から５字を引いて２１字に「―」を加え２２字を練習します。 

２２字はホームポジション、人差し指、中指、薬指、小指 の５パターンに整理でき

ます。 

ホームポジションでその位置で押すことのできるキー ＡＳＤＫＬ 

人差し指 左の人差し指 ＲＴＧＢＶ  右の人差し指 ＵＹＨＮＭ 

中指   左の中指   Ｅ      右の中指   Ｉ 

薬指   左の薬指   Ｗ      右の薬指   Ｏ 

小指   左の小指   Ｚ      右の小指   Ｐ  のびる音「―」 

第二の着眼点： 

手首は、支えて練習する。 

押す指、残す指を決めると文字ごとに指の方が 

指の型は１８ 型が定まると型の練習回数が飛躍的に多くなる 

タイピング練習は、工夫により合理的な練習となる。 

無駄な練習を少なくすることができます。  
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（２）ホームポジションに指を戻すのは「いつ？」 

キーを押したら指をホームポジションに戻します。では「ゆ」はどうでしょう？   

人差指で Ｙ を押し Ｙの隣に Ｕ があるのにホームポジションに戻す？ 

 

Ｙを押して、一度、ホームポジションへ戻って、同じ指をもう一度、Ｙのとなり 

のＵへ動かして押すのは、無駄に思えます。 

 

その通りです。「ゆ」では、Ｙを押し続けてＵを押すのが効率的です。 

 

しかし、練習を初めて慣れるまでは、一旦ホームポジションへ戻すと考えて練習して 

下さい。 

 

「書き方」も同じで、楷書で丁寧に書いていても、慣れたら自然に速く書けるようになり

ます。 

ホームポジションへ戻すのは、それと同じ基本です。馴れたら続けて押す方が効率がよい

音があります。その場合は、次のように続けて押します。 

 

人差指でＹ→Ｕと押しＵを押した後に人差指をホームポジションに戻します。 

その動きを下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように続けて押すと効率の良い音に次ページの表の音があります。 

よく見ると法則があります。人差し指を使って押す音の場合です。 

 

ホームポジションへ必ず戻す原則は正しいのですが１つの音を押し、終わったら必ずホー

ムポジションへ戻しておくことと言うと正確です。  
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この練習では、１つの音を入力する指の動きは続けてガイドします。 

 

表の   印の音が該当 

ぬ  Ｎ→Ｕ 

ふ  Ｈ→Ｕ 

む  Ｍ→Ｕ 

ゆ  Ｙ→Ｕ 

きゅ Ｋ→Ｙ→Ｕ   

しゅ Ｓ→Ｙ→Ｕ 

ちゅ Ｔ→Ｙ→Ｕ 

にゅ Ｎ→Ｙ→Ｕ 

ひゅ Ｈ→Ｙ→Ｕ 

みゅ Ｍ→Ｙ→Ｕ 

 りゅ Ｒ→Ｙ→Ｕ 

 ぎゅ Ｇ→Ｙ→Ｕ 

 じゅ Ｚ→Ｙ→Ｕ 

 ぢゅ Ｄ→Ｙ→Ｕ 

 びゅ Ｂ→Ｙ→Ｕ 

ぴゅ Ｐ→Ｙ→Ｕ 

 ゅ  Ｌ→Ｙ→Ｕ    の音は人差し指を続けて使って入力します。赤字の部分。 

 

赤字は続けて押してからホームポジションに戻し、次の音の入力の準備をする。

これが指を戻すタイミングです。 

 

  「１つの音を打ち終わったらホームポジションに戻す」 
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（３）ローマ字の表記 

ローマ字入力の練習を効率よく行うには、ローマ字の表を決める必要があります。 

ローマ字の表について調べました。 

 

          出典：「ことばの表記の教科書」佐竹秀雄＋佐竹久仁子著 ベレ出版   

日本語をローマ字で表す方法には大別して二通りあります。 

 

一つは、日本語の音韻規則に従って、 

五十音図の同じ行には同じ子音字を当てようとするもの。 

  「日本式」、「訓令式」 

 

もう一つは、子音字を英語式にするもの。「ヘボン式」 

 

 

 

  

訓令式の例：小学校の教科書  

     大阪書院 四年生国語より 
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 訓令式を基準に、ヘボン式を[ ]、日本式を< >で表現した表が次の表です。 

                          「ことばの表記の教科書」） 

 

＜ローマ字入力するに当たって＞ 

 

英語式の表現を重視すると 

 サ行で ｓｈｉ  

 タ行で ｃｈｉ ｔｓｕ 

 の区別が必要です。 

 

打ちやすさを重視すると 

 「ふ」を ｆｕ、「ふぁ」をｆａ 

 「じ」を ｊｉ、「じゃ」をｊａ 

 の区別が必要です。 
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（４）ｓｈｉはｓｉ、ｃｈｉはｔｉで練習する理由 

 

「し」 は、Ｓｈｉ か Ｓｉ か？ 

「ち」 は、Ｃｈｉ か Ｔｉ か？ 

「つ」 は、Ｔｓｕ か Ｔｕ か？ 

 

 

英語式の表現を重視すると「し」は「ｓｈｉ」、「ち」は「ｃｈｉ」、「つ」は「ｔｓｕ」と

なりますが、Ｓと母音、Ｔと母音という分かり易さ、練習のし易さを大切にします。 

 

タッチタイプの練習は、小学生から練習できることを前提にしているので、ローマ字の表

は、学校で利用している訓令式に合わせました。 

 

では、英語を学んだ中学生ならヘボン式のほうが良いのでしょうか。やはり訓令式の方が 

覚えやすいので同じローマ字の表を用いて練習します。 

音をアルファベットの組合せで入力する方法と割り切りって練習します。 
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（５）なぜホームポジションにあるＦやＪを使わない？ 

手元を見ずに入力する練習には、不自然な所があると、練習が難しくなります。 

ｈａ ｈｉ ｈｕ ｈｅ ｈｏ の練習は ｈ と ａｉｕｅｏ の組み合わせ 

なら、自然です。 

ｈａ ｈｉ ｆｕ ｈｅ ｈｏ の練習は 

「は ひ へ ほ」は ｈ と ａｉｅｏ で 「ふ」は ｆ と ｕの組み合わせ 

と説明も難しいです。 

同じように、じ と じゃ じゅ じょ も ｚ を使います。 

 

しかし、「ｆ」と「ｊ」は、下の図に有るようにホームポジションの左の人差し指、 

右の人差し指と一番押しやすいところにあります。最初は、分かり易さが大切ですが、 

ローマ字になれ、文章をスラスラと入力できるようになり、ｆとｊを使うように変える 

興味を持たれたら、効率の良いＦＪを使う方法に変える練習して下さい。 

     ふ：ＨＵ を ＦＵ に   じ：ＺＩ を ＪＩ に   

     じゃ、じゅ、じょ：ＺＹＡ、ＺＹＵ、ＺＹＯ を ＪＡ，ＪＵ，ＪＯ に 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｆは、左手の人差し指。 

ホームポジションで打ちやすい。 

Ｊは、右手の人差し指。 

ホームポジションで打ちやすい。 Ｚは、左手の小指。打ちにくい 

場所で動かし難い指。 
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（６）外来語の表記 

ローマ字入力を難しく感じさせる原因に、学校で習うローマ字の表に載っていない音をお 

ぼえるのが難しいということがあります。 

外来語の音に、どのようなものがあるか調べました。 

下の表を見て下さい。 

約３３字程度あります。 

 

出典：「ことばの表記の教科書」佐竹秀雄＋佐竹久仁子著 ベレ出版   

 

 現在の表記は１９９１年に出された内閣告示 

 の『外来語の表記』で、これには外来語の 

 ほか外国の地名・人名の表記についても 

 触れられている。（１３字） 

  

 

 右上の表は外来語特有の１３種類の仮名です。 

訓令式のローマ字表に無い音とほぼ一致しています。 

 

 右下の表は外来語や外国語の地名・人名などを 

原音や原つづりになるべく近く書き表そうと 

する場合に用いるものです。（２０字） 

 

例： 

 ウィスキー ウェディング ヴァイオリン 

 

 

 

 

 上の表で１３字、下の表で２０字。日本語の文章上で出てくる外来語の表記に使われる 

仮名は３３字程度あると言えます。 

 

「ヴ」の音は、訓令式、日本式、ヘボン式のどの表にも無いのでローマ字の表に、追加す 

る必要があります。  
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ツァ、クォ・・など３３字をｔｓａ、ｑｏ、・・・と３３近く覚えるのでは、タッチタイ

プは、できそうにありません。１つの音として覚えるのは難しいのでツァは「ツ」と「ァ」、

クォは「ク」と「ォ」と２つの音として考えると覚えやすくなります。 

 

小さな「ぁ」「ぃ」「ぅ」「ぇ」「ぉ」はＬとＡ、Ｉ、Ｕ、Ｅ、Ｏ を組み合わせて作ります。 

ＬＡで「ぁ」、ＬＩで「ぃ」、ＬＵで「ぅ」、ＬＥで「ぇ」、ＬＯで「ぉ」のようにします。 

うぇでぃんぐ ：ＵＬＥＤＥＬＩＮＮＧＵ  覚えるのは、「Ｌ」を使うことです。 

こうすれば、ローマ字の表は、赤枠で括った一行で表現できます。 

約３３ある音をシンプルに表現できます。 

また、Ｌはホームポジションにあるので打ちやすいので便利です。 
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（７）五十音図と音韻体系 

  日本語（和語、漢語、外来語）をもれなく表現でき、操作し易く練習しやすい 

ローマ字の表を作るため『ローマ字表記法』や『外来語の表記』と共に五十音図や音韻体

系を調べました。 

日本語として必要な音をローマ字表が満たしているかを確かめるためです。 

現在使われている音は、充分満たしていると確認ができました。 

そう考える根拠を示し、また、興味深い内容のモノを紹介します。 

 

 【五十音図】      出典：日本語のしくみ 山田敏弘著 白水社 

アカサタナハマ（ヤラワ）の順は、口の中で閉じたり狭めを作ったりする位置の順番です。 

五十音図の基本は、室町時代頃に仏教の経典とともにインドから中国を経て日本に伝わっ

たと考えられ「アカサタナハマ（ヤラワ）」は室町時代の音を反映した順になっています。 

母音であるア行音は口を開いたまま発音します。 

カ行はのどの奥の音、サ行、タ行、ナ行 は舌先と歯茎の音、ハ行をとばしてマ行は唇の

音です。つまり喉の奥から唇へという順番になっているのです。 

  

テ
キ
ス
ト見
本



126 

 

 

【音韻体系】     出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ）』 

 

日本語話者は、「いっぽん（一本）」という語を「い・っ・ぽ・ん」の４単位と捉えている。 

このような単位をモーラ（拍）と称している。 

日本語のモーラは、大体は仮名に即して体系化することができる。また、「っ」と「ん」

もそれぞれ一つのモーラとしてして捉える。 

日本語のモーラは以下に示すように１０３程度となる。 

 

この表と外来語の表記のための「ヴ」小さな「ぁぃぅぇぉ」を加えると日本語の表現に 

必要な音を網羅した「ローマ字の表」を作ることができます。 

 

母音 あ い う え お       （清音） 

 
直音 拗音   

  か き く け こ きゃ きゅ きょ （清音） 

  さ し す せ そ しゃ しゅ しょ （清音） 

  た ち つ て と ちゃ ちゅ ちょ （清音） 

  な に ぬ ね の にゃ にゅ にょ （清音） 

  は ひ ふ へ ほ ひゃ ひゅ ひょ （清音） 

  ま み む め も みゃ みゅ みょ （清音） 

半子音 ら り る れ ろ りゃ りゅ りょ （清音） 

＋母音 が ぎ ぐ げ ご ぎゃ ぎゅ ぎょ （濁音） 

  ざ じ ず ぜ ぞ じゃ じゅ じょ （濁音） 

  だ ぢ づ で ど       （濁音） 

  ば び ぶ べ ぼ びゃ びゅ びょ （濁音） 

  ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ ぴゃ ぴゅ ぴょ （半濁音） 

  直音         

  や   ゆ   よ       （清音） 

  わ       を       （清音） 

 
特殊モーラ         

 
ん               （撥音） 

 
っ               （促音） 

 
ー               （長音） 
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